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－用語について－ 
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］ 
 
 ●ご使用の前に、この「安全のために必ず守ること」を熟読の上正しくお使いください。 
 ●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。 
 ●誤った取扱をしたときに生じる危険とその程度を次の表で区分して説明しています。 
 
 
 
 
 
● お読みになった後は、取扱説明書（管理編）とともにお使いになる方がいつでも見ることができる所に必ず保管
してください。また、お使いになる方が代わる場合は、必ず本書と取扱説明書（管理編）をお渡しください。 

 
  NONONONOTETETETE：パソコン、周辺機器、空調機等に関しては、それぞれの据付説明書や取扱説明書の警告や注意を守っ：パソコン、周辺機器、空調機等に関しては、それぞれの据付説明書や取扱説明書の警告や注意を守っ：パソコン、周辺機器、空調機等に関しては、それぞれの据付説明書や取扱説明書の警告や注意を守っ：パソコン、周辺機器、空調機等に関しては、それぞれの据付説明書や取扱説明書の警告や注意を守っ    
     てください。てください。てください。てください。    
 
 
                          警告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          注意 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警告  誤った取扱をしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結びつくもの。 
注意  誤った取扱をしたときに、傷害または家屋・家財などの損害に結びつくもの。 

１．安全のために必ず守ること１．安全のために必ず守ること１．安全のために必ず守ること１．安全のために必ず守ること    

お客様自身で電気・配線工事をしない。お客様自身で電気・配線工事をしない。お客様自身で電気・配線工事をしない。お客様自身で電気・配線工事をしない。    
電気・配線工事等は販売店または専門業者に依頼 
してください。お客様自身で工事され不備がある 
と感電、火災等の原因になります。 

お客様自身で移設はしない。お客様自身で移設はしない。お客様自身で移設はしない。お客様自身で移設はしない。 
据付に不備があると感電、火災等の原因になりま
す。お買上の販売店にご依頼ください。 
    

改造・修理は絶対にしない。改造・修理は絶対にしない。改造・修理は絶対にしない。改造・修理は絶対にしない。 
改造したり、修理に不備があると感電、火災等の 
原因になります。また、修理はお買上げの販売店に
ご相談ください。    

パソコンや周辺機器につパソコンや周辺機器につパソコンや周辺機器につパソコンや周辺機器についてはその据付説明書いてはその据付説明書いてはその据付説明書いてはその据付説明書 
や取扱説明書を必ずお読みください。や取扱説明書を必ずお読みください。や取扱説明書を必ずお読みください。や取扱説明書を必ずお読みください。 
誤った取扱いをするとパソコンや周辺機器の火災、
故障等の原因になります。    

パソコンにエラー表示が出て運転しなかったり、パソコンにエラー表示が出て運転しなかったり、パソコンにエラー表示が出て運転しなかったり、パソコンにエラー表示が出て運転しなかったり、 
不具合が発生した場合は運転を停止する。不具合が発生した場合は運転を停止する。不具合が発生した場合は運転を停止する。不具合が発生した場合は運転を停止する。 
そのままにしておくと、火災や故障の原因になります。

お買上げの販売店にご連絡ください。    

空調機側のコントローラについてはその据付説空調機側のコントローラについてはその据付説空調機側のコントローラについてはその据付説空調機側のコントローラについてはその据付説    
明書や取扱説明書を必ずお読みください。明書や取扱説明書を必ずお読みください。明書や取扱説明書を必ずお読みください。明書や取扱説明書を必ずお読みください。    
誤った取扱いをすると空調機関連のコントローラ
の火災、故障等の原因になります。    

別の用途に使用しない。別の用途に使用しない。別の用途に使用しない。別の用途に使用しない。 
この製品は三菱電機ビル空調管理システム用で 
す。他の空調機管理あるいは別の用途には使用 
しないでください。誤動作の原因になります。    

子供に注意してください。子供に注意してください。子供に注意してください。子供に注意してください。    
点検・調整を行う場合は、危険がありますので 
子供を近づけないように注意ください。 
 

ユーザの皆様へのご注意（使用許諾契約）ユーザの皆様へのご注意（使用許諾契約）ユーザの皆様へのご注意（使用許諾契約）ユーザの皆様へのご注意（使用許諾契約）    
本記載内容はお客様と三菱電機との間の契約書です。このアプリケーション・ソフトウェアを使用した場合、
下記の内容に同意し、使用しているものとみなさせて頂きます。 
・三菱電機または、その販売会社はいかなる場合にもお客様に、付随的、派生的または特別の損害に 
  に対する責任を、たとえ販売者がその種の損害が発生する可能性について通知を受けていたとしても 
  負いません。第三者からのいかなる権利の主張に対する責任も負いません。 

他のアプリケーション・ソフトウェアと併用し他のアプリケーション・ソフトウェアと併用し他のアプリケーション・ソフトウェアと併用し他のアプリケーション・ソフトウェアと併用し
ない。ない。ない。ない。 
この製品を使用するパソコンは、TG-2000 専用と
して使用ください。他のアプリケーション・ソフ
トウェアと併用すると、誤動作の原因になります。  
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 ２．１２．１２．１２．１    動作環境（推奨システム）動作環境（推奨システム）動作環境（推奨システム）動作環境（推奨システム）    
    本統合ソフト（ＴＧ－２０００）を使用するパソコン機器とソフトウェアの動作環境条件を示します。 

項目 内容 備考 

ＰＣ ＰＣ／ＡＴ互換機 IBM、コンパック、DELLで動作確認済み 
ＣＰＵ PentiumⅡ350MHz以上 PentiumⅢ500MHz以上推奨 

メモリ １２８ＭＢ以上 ２５６ＭＢ以上推奨 

ＨＤＤ容量 ６ＧＢ以上 
（C ドライブに２ＧＢ以上の空き容量が
必要） 

Cドライブ４ＧＢ以上の空き容量推奨 

記憶装置 ＦＤＤ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ 左記以外の装置付きでも可 

解像度 １０２４×７６８以上、65536色以上  

シリアルポート １ポート以上 RS-485 通信の WHM を使用するときに必
要。（Ver1.00では不要です。） 

ＬＡＮ ＬＡＮ内蔵（10/100Mbps） ※１ 

ＯＳ WindowsXP Professional版 
Windows2000 Professional版 
   Service Pack 2以降 

日本語版 
※パソコンは各 OSに対応していること 

その他 本統合ソフト（ＴＧ－２０００）の専用
パソコンとして使用すること 

 

     ※１：パソコン購入時にオプションの購入、または、パソコンの推奨機器を使用してください。 
 
 
    ２．２２．２２．２２．２    適用機種適用機種適用機種適用機種    
    本統合ソフト（ＴＧ－２０００）は空調機器の監視／操作と電力按分課金の大きな二つの機能がありますが、 

空調機により対応できない機種があります。 
 

表・適用機種と機能一覧表    （○印：対応、△：制約条件あり、×：未対応） 

      機能 監視／操作 電力按分課金 
（電力量計なし） 

電力按分課金 
（電力量計あり）※１ 

シティマルチＹ ○ ○ ※２ 

シティマルチ BIG Y ○ ○ ※２ 

シティマルチ SET Y ○ ○ ※２ 

シティマルチ R2 ○ ○ ※２ 

シティマルチ BIG R2 ○ ○ ※２ 

シティマルチ WR2 ○ ○ ※２ 

シティマルチ WY ○ ○ ※２ 

シティマルチ S ○ ○ ※２ 

シティマルチ ICE Yp ○ ○ ※３ ○ ※２ 

シティマルチ ICE Yk ○ ○ ※３ ○ ※２ 

シティマルチ躯体蓄熱 ○ ○ ※３ × 

フリープラン室内機 ○ ○ ※４ 

フリープランロスナイ ○ 
 

× △（単独に電力量計が必要。 
電力量計単位での課金。） 

加熱加湿付きロスナイ ○ × △（単独に電力量計が必要。 
電力量計単位での課金。） 

Ａ制御機器 ○ 
（アダプタ必要） 

× △（単独に電力量計が必要。 
電力量計単位での課金。） 

Ｋ制御機器 ○ 
（コンバータ必要） 

× △（単独に電力量計が必要。 
電力量計単位での課金。） 

      ※１：近日対応予定で、本 Ver1.00では対応していません。 
      ※２：課金ブロック単位で算出できます。 
      ※３：シティマルチＹの室内機と同じ方法で電力按分課金計算します。夜間電気料金を考慮せず、 

室内機の使用運転パラメータを基準に電力按分課金計算します。 
      ※４：フリープラン以前の室内機は電力按分課金に対応していません。 
 

機種 

２．はじめに２．はじめに２．はじめに２．はじめに    
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    ２．３２．３２．３２．３    制約・注制約・注制約・注制約・注意事項意事項意事項意事項    
    本統合ソフト（ＴＧ－２０００）の制約条件や注意事項について、以下に示します。 
  （１）システム構成の制限について 

 接続台数 備考 

Ｇ－５０ 最大４台 Ｇ－５０のＶｅｒ２．００以上 
室内機 最大５０台／Ｇ－５０ 最大２００台まで（全 IC,KIC,AIC,LC,FU含む） 

［記号］IC：室内ユニット，LC：フリープランロスナイ，FU：加熱加湿付きロスナイ 
AIC：Ａ制御ユニット，KIC：Ｋ制御ユニット 

 
  （２）グループ設定の制限について 

項目 内容 注記 

リモコン接続台数 １グループ内にリモコン２台
まで 

＊Ｍ－ＮＥＴ系リモコン以外は、 
本機で登録や設定は不要です。 ※１ 

１グループ内の室内 
ユニット接続台数 

１～１６台 ＊IC、KIC、AICおよびＬＣは同一グルー 
プにできません。G-50をまたがるグルー
プ設定はできません。 ※２ 

１グループのＳＣ，ＲＣ 
接続台数 

１グループ内に４台まで ＊Ｇ－５０の台数は含みません。 

１フロアのグループ数 １フロア５０グループまで ＊全館画面の１フロアに５０グループまで
配置して表示できます。 

       ※１：同じグループに MEリモコンと MAリモコンの併用はできません。 
       ※２：グループは同じ機能のユニットを設定してください。 
       ［記号］SC：システムコントローラ、RC：手元リモコン 
 
  （３）ブロック設定について 
     ・ブロックには「操作用ブロック」と「課金用ブロック」の２種類があります。 

・操作ブロックは、グループの集まりであり、他機種グループでも同じ操作ブロックに設定できます。 
     ・課金ブロックは、操作ブロックの集まりで構成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （４）Ｋ制御機種の使用について 
       Ｋ伝送コンバータ（形名：PAC-SC25KA）を使用し、K制御機種を管理する場合は、以下の 

点に注意してください。詳細は、K伝送コンバータの据付説明書を参照ください。 
        ・K伝送コンバータのアドレスを K制御機種の最小アドレス＋２００にしてください。 
        ・Ｋ制御機種のアドレスは、M伝送機種のアドレスよりも大きくなるように設定してください。 
        ・Ｋ制御機種のグループ設定は、グループ番号と、そのグループに属するユニットの最小アドレス 
         が同じになるようにしてください。 
 
  （５）Ａ制御機種の使用について 
      ・M-NET接続用アダプタ（形名：PAC-SF48/49/MA，PAC-SG40MA）を使用してください。また、 

グループ設定では、本Ａ制御機種のみにしてください。 
 
  （６）異常発生時の対応について 
      ・リブート中（※１）の期間や集中コントローラG-50の故障等により、各制御や機能が正常に動作しな

い場合、あります。異常の場合は異常表示等を行いますので、速やかな故障原因の復旧を行うようお
勧め致します。 

         ※１：システムの再起動中のことです。 

 

グループ 

操作用ブロック 

課金用ブロック 
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  （７）電力按分課金機能について 
      ・課金ブロック設定されていないグループが存在する場合、そのグループの電力量は空調料金に反映 
       されません。電力按分課金を実施したいグループは操作用ブロックおよび課金用ブロックに設定し 
       てください。 
      ・電力按分課金計算はブロック単位で算出されます。課金用ブロックに加熱加湿付きロスナイ、フリー 

プランロスナイ、Ａ制御機器およびＫ制御機器等が含まれていても、ブロック単位の空調料金には含
まれません。 

      ・電力按分課金（電力量手入力）の場合、加熱加湿付きロスナイ、フリープランロスナイ、Ａ制御機器
およびＫ制御機器等は対象になりません。フリープラン室内機のみ対象になります。 

      ・一部旧機種のＭ-NET制御室内機は電力按分課金機能に対応しておりません。 
      ・アドレス変更を伴うシステム変更や空調機の増設をする場合、課金按分に影響するケースがあります。 
       ビルオーナー様側に了承の上、実施することを推奨致します。 
 
  （８）電力按分課金を使用する際の注意について 

本統合ソフト（ＴＧ－２０００）に組み込まれた電力按分課金機能の計算方法は、空調機の運転状態
から判断して、総電力量を按分する三菱電機独自の方法です。このため、各空調機の電力供給箇所に電
力量計を設置して算出するものではありません。また、各空調機に電力量計を設置するような算出方法
を要求される用途には適用できません。 
 ご使用に当たっては、ビルオーナー様側とテナント様側との個別契約で『空調料金を運転状況で勘案
した按分計算により徴収する（故障時の臨時対応も含む）』旨を合意、または、協定していただくこと
を推奨いたします。 

       
 
  （９）機能について 
      ・機能や仕様は、改良のため、お断りもなしに、一部仕様を変更する場合があります。 
 
 
    ２．４２．４２．４２．４    その他の周辺機器その他の周辺機器その他の周辺機器その他の周辺機器    
    本統合ソフト（ＴＧ－２０００）で使用する機器について、以下の機器を指定あるいは推奨します。 

機器名 メーカ 形名 備考 

プリンタ （指定なし） （指定なし） ページプリンタのみ対応 
(Windows2000／XP で動作するこ
と) 
 

ＵＰＳ 
（無停電電源装置） 

（指定なし） （指定なし） 電力按分課金機能を使用した場
合、設置を推奨します（データな
どの破損・紛失等を避けるため）。 
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    ３．１３．１３．１３．１    システム構成例システム構成例システム構成例システム構成例    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ３．２３．２３．２３．２    ハードウェア接続図ハードウェア接続図ハードウェア接続図ハードウェア接続図    
   （１）ＬＡＮ接続 
       パソコン本体とＬＡＮケーブルを接続します。パソコンのＬＡＮ用コネクタの位置はパソコン本体の

取扱説明書を参照してください。 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リモコン 

３．システム構成３．システム構成３．システム構成３．システム構成    

給電装置 

統合ソフト 
TG-2000 

HUB 

Ｇ－５０ 

給電装置 

Ｇ－５０ 

LAN 

室外機 
室内機 

［イメージ図］ 

お知らせ 
 ・HUBは必ず使用してください。 

統合ソフト 
TG-2000 

HUB 
10BASE-T 
ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

LAN 
G-50へ 
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    ４．１４．１４．１４．１    現地調整の流れ現地調整の流れ現地調整の流れ現地調整の流れ    
    一般的に現地調整は、大きく区分すると、下図のように３つのステップに分かれます。この３つのステップ 
   に沿って現地調整を行うことにより、各ステップでトラブルが生じても、発生元の区分が明確になります。 
   このため、トラブル処理が容易になり、現地調整をより効率的に進めていくことができます。 
 
    以下の手順に従い現地調整を行ってください。 
 
      ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１        Ｇ－５０側の試運転Ｇ－５０側の試運転Ｇ－５０側の試運転Ｇ－５０側の試運転       
      空調機やコントローラ等が正しいシステム        
      構成になっているか、および空調機が動作        
      するかを確認します。                              
 
 
                        ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２        パソコンの接続・設定パソコンの接続・設定パソコンの接続・設定パソコンの接続・設定 
      パソコンの H/W接続や S/Wの設定を行った 
      後に、統合ソフト（TG-2000）をインストール 
      して動作可能なことを確認します。 
 
 
      ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３            統合ソフトＴＧ－２０００システムでの試運転統合ソフトＴＧ－２０００システムでの試運転統合ソフトＴＧ－２０００システムでの試運転統合ソフトＴＧ－２０００システムでの試運転    
      ＴＧ－２０００（マンマシン）にて、管理対象になっている空調機を操作して正常に動作すること、 

また、監視表示できることを確認します。 
 
 
                       
          
 
      
 
 
                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ４．２４．２４．２４．２    現地調整の準備品現地調整の準備品現地調整の準備品現地調整の準備品    
    現地調整や試運転を行うために、以下の機器や資料を準備します。 
     ＜計測機器＞ 
        ・テスター        … 配線確認、電圧チェックで使用します。 
     ＜参考資料＞ 
        ・物件の空調管理システム図 
        ・統合ソフト TG-2000取扱説明書（現地調整用（本書）、管理編） 
        ・各空調機器やコントローラの取扱説明書、据付説明書 
     ＜その他＞ 
        ・フロッピーディスク   … データをコピーする際に使用します。 
        ・ＣＤ－Ｒ        … 作成したデータを保存し、現地パソコンにコピーするのに使用 

します。 
        ・初期設定ツール     … 本ツールをインストールしたパソコン 
        ・ＬＡＮケーブル     … PAC-YG00FAの LANケーブル 
        ・ドライバー                
        ・その他必要な工具等 

LAN 

給電装置 

４．現地調整の流れについて４．現地調整の流れについて４．現地調整の流れについて４．現地調整の流れについて    

ステップ１ステップ１ステップ１ステップ１    

※本書の 4章以降を参照ください。 

※空調機および集中コントローラＧ－５０の 
試運転方法はそれぞれの据付説明書を参照く
ださい。 

※STEP1 の前に空調機単体での試運転が完了
していることを確認ください。 

ステップ３ステップ３ステップ３ステップ３    

ステップ２ステップ２ステップ２ステップ２    

統合ソフト 
TG-2000 

HUB 

Ｇ－５０ 

ステップ１ステップ１ステップ１ステップ１    
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    ４．３４．３４．３４．３    ステップ１：集中コントローラＧ－ステップ１：集中コントローラＧ－ステップ１：集中コントローラＧ－ステップ１：集中コントローラＧ－５０からの試運転５０からの試運転５０からの試運転５０からの試運転    
    集中コントローラＧ－５０の空調システムのみで試運転を行います。 
   （１）事前確認 
       空調機の試運転が完了していることを確認します。 
       集中コントローラＧ－５０にグループ設定、および、連動設定が行われていることを確認します。 
        （初期設定は初期設定ツールやＧ－５０本体から実施できます。） 
 
 
 
                                  
 
 
 
 
 
 
   （２）集中コントローラＧ－５０からの試運転 
       集中コントローラＧ－５０および全空調ユニットに電源を投入してから、集中コントローラＧ－５０ 

より試運転操作を行い、各ユニットの運転状態を確認します。 
      ※試運転の方法は、空調機および集中コントローラＧ－５０の据付説明書をご覧になってください。 

 
 
    ４．４４．４４．４４．４    ステップ２：統合ソフトＴＧ－２０００の初期設定ステップ２：統合ソフトＴＧ－２０００の初期設定ステップ２：統合ソフトＴＧ－２０００の初期設定ステップ２：統合ソフトＴＧ－２０００の初期設定    
   （１）統合ソフトＴＧ－２０００のセットアップ 
       統合ソフトＴＧ－２０００をインストールするパソコンを動作できるように準備します。セットアッ 

プの準備を行った後、統合ソフトＴＧ－２０００をセットアップします。 
 
 
 
 
 
   （２）Ｇ－５０と統合ソフト使用パソコンのＩＰアドレス確認 
       Ｇ－５０のＩＰアドレスを確認します。また、統合ソフトで使用するＩＰアドレスも確認します。 
      サブネットマスクには通常[255.255.255.0]を設定します。 
 
       Ｇ－５０システム専用 LANの場合、下記のアドレス範囲で設定することをお勧め致します。 

機種 ＩＰアドレス範囲 

Ｇ－５０本体 ［192.168.1.1］ ～［192.168.1.40］ 
ブラウザ用のパソコン ［192.168.1.101］～［192.168.1.149］ 

統合ソフトのパソコン ［192.168.1.150］ 

初期設定ツールのパソコン ［192.168.1.201］ 

         ※既設 LANに接続する場合は，LAN管理者の指定した IPアドレスやサブネットマスクを 
設定してください。 

 
   （３）ＬＡＮの接続確認 
       Ｇ－５０、統合ソフト使用パソコン、および、ＨＵＢにＬＡＮケーブルが接続されていることを確認 

します。また、ＨＵＢの電源が入っていることを確認します。 
 
   （４）統合ソフトの初期設定 
       統合ソフトＴＧ－２０００を起動し、初期設定を行います。 
 
 
 
 
 

給電装置 

ステップ１ステップ１ステップ１ステップ１    

統合ソフト 
TG-2000 

HUB 

Ｇ－５０ 

お知らせ 
 ・セットアップの手順については、５章を参照ください。 
 ・安全のために電源を入れる前に据え付け状態や接続を十分に確認してください。 

お知らせ 
 ・統合ソフトの初期設定方法については、６～８章を参照ください。 
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    ４．５４．５４．５４．５    ステップ３：統合ソフトＴＧ－２０００からの試運転ステップ３：統合ソフトＴＧ－２０００からの試運転ステップ３：統合ソフトＴＧ－２０００からの試運転ステップ３：統合ソフトＴＧ－２０００からの試運転    
    統合ソフトＴＧ－２０００からの試運転を行い、空調機の運転状態の確認や、監視表示を確認します。 
    操作方法に関しては、取扱説明書（管理編）を参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
 ・試運転時の確認に関しては、１１章のチェックリストをご利用ください。 
 ・統合ソフト TG-2000からは通常の運転操作にて試運転確認を行います。（運転／停止の発停機能に 
  試運転の機能はありません。） 
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５．１５．１５．１５．１    セットアップの準備セットアップの準備セットアップの準備セットアップの準備    
 

インストールの準備と確認インストールの準備と確認インストールの準備と確認インストールの準備と確認 
    本統合ソフトＴＧ－２０００をインストールする前に、以下の手順で確認と準備を行います。 
    

手順 項目 内容 対応方法 

１ ＯＳの確認 ＯＳとサービスパックのバージョンを確
認します。 
・WindowsXP Professional 
・Windows2000 Professional：SP2以降 

※適用 OS と異なっている場合
は、変更してください。 

２ メモリの確認 メモリ容量が１２８ＭＢ以上であるかを
確認します。（２５６ＭＢ以上推奨） 

※必要に応じて、増設メモリを
取り付けてください。 

３ ＨＤＤ空き容量確認 Ｃドライブの空き容量が２ＧＢ以上ある
ことを確認します（OS ｾｯﾄｱｯﾌﾟ済み）。 

※詳細な確認方法は、Windows
の取扱説明書を参照ください。 

４ プリンタの設定 
※１ 

プリンタのドライバをインストールし、印
刷可能なことを確認します。 

※詳細な手順に関しては、プリ
ンタに添付の取扱説明書等を
参照ください。 

５ 日付と時刻の設定 Windowsのコントロールパネルの「日付と
時刻」にて、日付と時刻を設定します。 

※詳細な確認方法は、Windows
の取扱説明書を参照ください。 

６ 画面サイズと色数の 
設定 

Windowsのコントロールパネルの「画面」
にて、画面サイズを1024×768に、色数を
65536色（High Color(16ビット)）以上に
設定します。 

※詳細な設定方法は、Windows
の取扱説明書を参照ください。 

７ 自動ログイン設定の
確認 

自動ログイン設定になっていることを確
認ください。 ※２ 

※設定の確認方法は、添付２
「自動ログインの確認方法」の
資料を参照ください。 

８ ネットワークの設定 
 

ネットワーク設定は必ず実施しているこ
とを確認ください。 

※詳細な設定方法は、Windows
の取扱説明書を参照ください。 

※１：プリンタを使用する際に、確認してください。 
      ※２：「自動ログイン」とは、ＯＳ起動時にログイン名やパスワードを入力することなく、自動的に起動

する設定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．２５．２５．２５．２    ＴＧ－２０００のセットアップＴＧ－２０００のセットアップＴＧ－２０００のセットアップＴＧ－２０００のセットアップ    
    ５．２．１５．２．１５．２．１５．２．１    セットアップ方法セットアップ方法セットアップ方法セットアップ方法    
   TG-2000 のセットアップ・ディスク（CD-ROM）のフォルダ構成とファイルを記載します。ただし、実行するフ

ァイルのみ記載してあります。 
 
      CD-ROMドライブ\Setup\Step1\MSDEInst.bat 
                   \Step2\DbSetup.bat 
                   \Step3\SetupTG.exe 
 
  ［参考］CD-ROMのフォルダ構成  
        Setup       … セットアップ用フォルダ 
        Tool  … 空調料金算出支援ツール（料金比率支援.xls） 
          
 
 
 
 

５．セットアップと環境設定５．セットアップと環境設定５．セットアップと環境設定５．セットアップと環境設定    

お知らせ 
・ 自動ログインの設定を行わないと TG-2000を自動リブートに設定した時、パソコン立ち上げ（リブート）

後に自動で TG-2000が起動しません。自動リブートを実施するに設定した時は、必ず自動ログインの設定
を行ってください。 
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    ５．２．２５．２．２５．２．２５．２．２    ＴＧ－２０００セットアッＴＧ－２０００セットアッＴＧ－２０００セットアッＴＧ－２０００セットアップの実行プの実行プの実行プの実行    
    ＴＧ－２０００のセットアップは下記の３ステップからなります。 
      ステップ１）ＭＳＤＥのセットアップ 
      ステップ２）データベースのセットアップ 
      ステップ３）ＴＧ－２０００のセットアップ 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ１）ステップ１）ステップ１）ステップ１）MSDEMSDEMSDEMSDEのセットアップのセットアップのセットアップのセットアップ                                     
    CD-ROMの Setup\Step1フォルダ内にある 
   “MSDEInst.bat”を実行します。エクスプローラにて 

“MSDEInst.bat”をダブルクリックすると、右図のよ 
うなコマンドプロンプト画面が表示されます。セット 
アップ処理には約２～３分約２～３分約２～３分約２～３分の時間がかかります。 
 セットアップを終了すると、自動的にコマンドプロ 
ンプト画面が閉じます。 
 

    セットアップが終了しましたら、一度パソコンを再セットアップが終了しましたら、一度パソコンを再セットアップが終了しましたら、一度パソコンを再セットアップが終了しましたら、一度パソコンを再    
起動してください。起動してください。起動してください。起動してください。 

 
 
 

ステップ２）データベースのセットアップステップ２）データベースのセットアップステップ２）データベースのセットアップステップ２）データベースのセットアップ                         
    CD-ROMの Setup\Step2フォルダ内にある 

“DbSetup.bat”を実行します。エクスプローラにて 
“DbSetup.bat”をダブルクリックすると、右図のよう 
なコマンドプロンプト画面が表示されます。 

    約１０秒約１０秒約１０秒約１０秒でセットアップ処理が終了して、画面が閉じ 
ます。 

 
 
 

ステップ３）ＴＧ－２０００のセットアップステップ３）ＴＧ－２０００のセットアップステップ３）ＴＧ－２０００のセットアップステップ３）ＴＧ－２０００のセットアップ                     
  本 TG-2000のアプリケーションをセットアップします。画面に表示される説明をよくお読みになってセット 
アップを進めてください。 

 
（１）セットアッププログラムの起動（１）セットアッププログラムの起動（１）セットアッププログラムの起動（１）セットアッププログラムの起動 

  １）SetupTG.exeを起動します              
    CD-ROMの Setup\Step3フォルダ内にある 

“SetupTG.exe”を実行します。エクスプローラにて、 
   “SetupTG.exe”をダブルクリックすると、「ようこそ」 

画面が表示されます。セットアップ開始する前に確認必要 
注意点等を表示していますので確認します。 

  ２）表示内容を確認し、［次へ］ボタンを選択します    
    確認内容に問題が無ければ、［次へ］ボタンをクリック 
   します。 
    ※セットアップを中止する場合は、［キャンセル］ボタ 
   ンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

お願い 
・セットアップは３つのステップを手順通り実施してくだセットアップは３つのステップを手順通り実施してくだセットアップは３つのステップを手順通り実施してくだセットアップは３つのステップを手順通り実施してください。さい。さい。さい。手順通りに実施しない場合、ＴＧ－２０００
は 
正常に動作しません。 

 ・セットアップを行う前に必ず自動ログイン名、パスワードで Windowsにログインしてください。 
グ グ が
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（２）ライセンス契約の内容確認（２）ライセンス契約の内容確認（２）ライセンス契約の内容確認（２）ライセンス契約の内容確認 
  １）表示内容を確認し、［次へ］ボタンを選択します   
    次に、ライセンス契約の確認画面が表示されます。 
   契約内容をよく読み、全ての条項に同意して頂いた 
   上で［承諾する］を選択し、［次へ］ボタンをクリック 

します。 
 
    ※同意できない場合は、［キャンセル］ボタンをク 

リックして、インストールを中止してください。 
 
 
 
 
 
（３）インストールフォルダの確認（３）インストールフォルダの確認（３）インストールフォルダの確認（３）インストールフォルダの確認 

  １）インストールフォルダを確認し、［次へ］ボタンを  
   選択します 
    本プログラムをインストールするフォルダを確認し 
   ます。インストール先を変更する場合は、［参照］ボ 
   タンでインストール先を変更します。 
    インストール先が確認できましたら、［次へ］ボタン 

をクリックします。 
 
     ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、イン 
      ストールは中止します。 
 
 
 
（４）インストール開始確認（４）インストール開始確認（４）インストール開始確認（４）インストール開始確認 

  １）開始確認をし、［次へ］ボタンを選択します     
    ［次へ］ボタンをクリックすると、インストールを 
   開始します。 
 
     ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、イン 
      ストールは中止します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ＴＧ－２０００のセットアップの（５）ＴＧ－２０００のセットアップの（５）ＴＧ－２０００のセットアップの（５）ＴＧ－２０００のセットアップの終了確認終了確認終了確認終了確認 

   １）［完了］ボタンを選択します           
    インストールの完了画面にて、［完了］ボタンをクリッ 

クします。 
 
    インストール完了後にはパソコンを再起動して下さい。 

インストールが完了すると、スタートアップメニュー 
に本プログラムが登録され、次回起動時より自動で 
起動します。 

    また、使用した CD-ROMは大切に保管してください。 
 
 
 
 
 
 

お願い 
・TG-2000インストール終了後は必ずパソコンの再起動 
 を実施してください。 
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５．３５．３５．３５．３    ＴＧ－２０００のアンインストールＴＧ－２０００のアンインストールＴＧ－２０００のアンインストールＴＧ－２０００のアンインストール    
   インストールした「MSDE」「TG-2000」のアプリケーションをアンインストールする方法を説明します。 
 
（１）（１）（１）（１）TGTGTGTG----2000200020002000本体のアンインストール本体のアンインストール本体のアンインストール本体のアンインストール 

  １）TG-2000の終了を確認します            
    TG-2000プログラムが終了していることを確認します。 

終了していない場合は、プログラムを終了します。 
    ※終了方法は７章を参照ください。 
 
  ２）［プログラムの追加と削除］を起動します       
   ［コントロールパネル］から［プログラムの追加と削除］ 

をクリックして、起動します。 
 
  ３）［統合ソフト TG-2000］を選択し、［変更と削除］ボタ 

ンを押します 
    表示されているアプリケーションから［統合ソフト 

TG-2000］を選択して、［変更と削除］ボタンをクリック 
   します。TG-2000アプリケーションの削除が始まります。 
 
 
 
 
 
  ４）「プログラムの追加と削除」を終了します       
   アプリケーションの削除が終了後に、「プログラムの追加と削除」を終了します。 
 
 
（２）（２）（２）（２）MSDEMSDEMSDEMSDEのアンインストールのアンインストールのアンインストールのアンインストール 

  １）SQL Sever Sevice Managerを起動します       
    タスクバーの MSDEアイコンをダブルクリックして、 
   「SQL Sever Sevice Manager」を起動します。 
 
  ２）サービスを停止します                
    サービスを停止するために、［Stop］ボタンをクリック 

します。 
 
  ３）SQL Sever Sevice Managerを終了します       
   「SQL Sever Sevice Manager」を閉じます。 
 
  ４）MSDEアイコンを閉じます             
    タスクバーの MSDEアイコンを右クリックして、 
   ［Exit］を選択します。タスクバーから MSDEアイコン 

が消えます。 
 
  ５）「プログラムの追加と削除」を起動します       
   ［コントロールパネル］から［プログラムの追加と削除］ 

をクリックして、起動します。 
 
  ６）「MSDE」を選択し、変更と削除ボタンを押します   
   表示されているアプリケーションから「MSDE」を選択 

して、［変更と削除］ボタンをクリックします。 
   MSDEアプリケーションの削除が始まります。 
 
 
 
 
 
 

７）「プログラムの追加と削除」を終了します       
   アプリケーションの削除が終わると、「プログラムの追加と削除」を終了します。 
 

お知らせ 
・共有コンポーネントの削除は行わないことをお勧めします。 
・本アンインストールで削除できないフォルダやファイルは存在します。（例：C:\TG2000） 

お知らせ 
・本アンインストールで削除できないフォルダやファイルは存在します。（例：C:\Mssql7） 
・MSDEを使用する場合は、アンインストールの必要はありません。 

MSDEアイコン 
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    ６．１６．１６．１６．１    画面構成画面構成画面構成画面構成    
    初めて統合ソフトＴＧ－２０００を起動すると、次のような画面を表示します。その画面を初期画面初期画面初期画面初期画面と呼び

ます。初期画面は以下の構成になっています。 
    （初期画面へは、メニューバーよりパスワードを用いて呼び出すことができます。詳しくは、６．３章を 

参照ください。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    各設定ボタンをクリックすると各画面を表示します。［システム構成設定］ボタンをクリックして表示した 
   画面（一例）を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     各設定画面での［次へ］［戻る］［キャンセル］［ＯＫ］ボタンの動作内容を示します。 
 

ボタン 動 作 内  容 

［OK］ 
準備画面での確認内容を問題なしと判断し、設定画面に進みます。 

また、本表示画面にて設定した内容を有効にし、次の設定画面に進みます。 

［次へ］ 次の設定画面に進みます。 

［戻る］ 本表示画面にて設定した内容を無効にし、一つ前の設定画面に戻ります。 

［キャンセル］ 本表示画面にて設定した内容を無効にし、初期画面に移行します。 

６．各部の名称と機能６．各部の名称と機能６．各部の名称と機能６．各部の名称と機能    

初期画面 

メニューバーメニューバーメニューバーメニューバー    
メニュー機能を表示し、

選択できます。 

システム設定システム設定システム設定システム設定    
グループグループグループグループ  

グループ情報や監視表

示、課金システムなどを

設定します。 

メンテナンスグループメンテナンスグループメンテナンスグループメンテナンスグループ    
電力按分課金の修正などを行う機

能です。 

タイトルバータイトルバータイトルバータイトルバー    
そのウィンドウのタイ

トルを表示します。 ユーザー設定グルーユーザー設定グルーユーザー設定グルーユーザー設定グルー
ププププ    
機能の有効／無効やビル名

設定終了ボタン設定終了ボタン設定終了ボタン設定終了ボタン    
初期画面から通常の管理画面に移

行するボタンです。 

メッセージバーメッセージバーメッセージバーメッセージバー    
時刻や画面のコメント

を表示します。 

タイトルバータイトルバータイトルバータイトルバー    
そのウィンドウのタイ

トルを表示します。 

メッセージバーメッセージバーメッセージバーメッセージバー    
画面のコメントを表示

します。 

機能表示・操作設定部機能表示・操作設定部機能表示・操作設定部機能表示・操作設定部    
設定内容の表示や設定操作を行う

部分です。 

次へ、戻る、キャンセル、次へ、戻る、キャンセル、次へ、戻る、キャンセル、次へ、戻る、キャンセル、
ＯＫボタンＯＫボタンＯＫボタンＯＫボタン    
設定画面を完了、戻る、次へ、キャ

ンセルを選択します。 

システム構成設定の準備画面 

機器状態表示機器状態表示機器状態表示機器状態表示    
システム機器の異常／

正常を表示します。 
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    ６．２６．２６．２６．２    マウス操作の基本マウス操作の基本マウス操作の基本マウス操作の基本    
    本統合ソフトＴＧ－２０００の操作は、ポインティング装置として“マウス”を使用することを前提に説明 

します。マウス以外の装置をポインティング装置として使用する場合は、その装置の説明書をご覧ください。 
 
    以下に操作方法について示します。 
       クリック     ボタンを１回押すことをクリックと言います。 
                この操作はボタンの選択のときに使用します。 
       ダブルクリック  ボタンを連続して２回押すことをダブルクリックと言います。 
       ドラッグ     アイコン上にマウスポインタを移動し、ボタンを押したままにすると、アイコン 
                を掴んだ状態になります。そのままマウスを動かすとアイコンを移動させること 
                ができます。この動作をドラッグと言います。 
       キーボード    主にパスワードの入力、文字入力、数値入力の際に使用します。 
 
 
    ６．３６．３６．３６．３    画面遷移と機画面遷移と機画面遷移と機画面遷移と機能一覧能一覧能一覧能一覧    
    本統合ソフトＴＧ－２０００は、大きく分けて二つの機能と画面から成っています。 
      １）空調機の運転状態を監視したり、空調機を操作・設定したりする機能で、その画面を“管理画面管理画面管理画面管理画面”

と呼びます。 
      ２）空調機のグループ情報や監視表示などの初期設定、および、課金データの保守を行う機能で、その 
        画面を“初期画面初期画面初期画面初期画面”と呼びます。（上記１）を実現するために） 
 
    本現地調整編は、主に２）の初期設定機能について記載しています。 
 
  （１）初期画面から管理画面への移行（１）初期画面から管理画面への移行（１）初期画面から管理画面への移行（１）初期画面から管理画面への移行 

“初期画面”から“管理画面”への遷移方法を示します。８章記載の初期設定を完了した後に、管理画面へ 
移行させます。 

 
  ［操作方法］ 
    １）［設定終了］ボタンを選択します          
     初期画面右下の［設定終了］ボタンをクリックします。 
    設定内容をＧ－５０に送信するかの確認画面が表示され 

ます。 
    ２）［ＯＫ］ボタンを選択します            

初期設定した内容をＧ－５０に送信するために、［ＯＫ］ 
    ボタンをクリックします。 

 
管理画面に移行した後、立ち上げ中表示画面が 

表示されます。設定あるいは変更したシステム情報を 
各 G-50に送信し、立ち上げ処理を開始します。 

    本立ち上げには１０～２０分程度の時間がかかります。 
 
      ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、G-50 
       には設定内容を送信しません。メンテナンスグルー 
       プの機能のみ操作した場合に使用すると、管理画 

面に戻るまでの時間を短縮できます。 
 
 

（２）管理画面から初期画面への移行（２）管理画面から初期画面への移行（２）管理画面から初期画面への移行（２）管理画面から初期画面への移行 
     初期設定の内容を変更するときや電力按分課金のメン 

テナンス時に管理画面から初期画面に移行します。 
 
  ［操作方法］ 
    １）メニューバーの［設定］－［設定画面移行］を選択 
     します 
     管理画面でメニューバーの「設定」をクリックして、 

［設定画面移行］を選択します。次に、パスワード確認 
画面が表示されます。 

 
 
 

設定内容の送信確認画面 

立ち上げ中表示画面 

設定画面移行の表示画面 
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    ２）パスワードを入力します             
     パスワード確認画面で、パスワード「＊＊＊＊＊」 

を入力し、［OK］ボタンをクリックします。パスワードが 
あっていれば、初期画面が表示されます。 

 
     パスワードは２種類存在します。 
       初期設定パスワード：初期画面の全ての項目を使用 
                 できます。初期パスワードは、 
                 「SYSTEM」です。 
       メンテナンスパスワード：初期画面のメンテナンス 

グループと自己パスワードの 
                 変更ができます。初期パスワー 

                 ドは「Maintenance」です。 

 

 

 

 

 
 

パスワード入力画面 

お願い 
・ パスワードの管理は、システム変更等の許可者以外に漏れないように取扱いには注意してください。 
また、パスワード変更の機能でパスワードを変更できます。 
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統合ソフトＴＧ－２０００の画面遷移図（１／２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  管理画面（別冊「管理編」を参照） 
 

電源投入 
＋TG-2000起動 

システム情報なし システム情報あり 

TG-2000を終了し、 
ＯＳのシャットダウ

ン後に電源 OFF 

［ファイル］-［終了］
ボタン選択  

［設定終了］ 
ボタン選択 

※本書で記載している範囲 

ユーザー設定グループ 

システム設定グループ 

パスワード入力 

初期画面に戻る 
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ウィサードの名前 起動した画面での主な設定内容 

ユーザー設定 TG-2000の機能の使用有無を設定します。 
 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

ビル名設定 ビル名称を設定します。 
 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

パスワード変更 ２種類の初期画面へのパスワードを変更します。 

 
 
 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

Ｇ－５０接続設定の準備 Ｇ－５０接続設定のステップと注意表示を確認します。 

Ｇ－５０台数設定 Ｇ－５０の台数を設定します。 

Ｇ－５０ＩＰアドレス設定 各Ｇ－５０のＩＰアドレスを設定します。 
Ｇ－５０のオプション機能を表示することができます。 

 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

システム構成設定の準備 システム構成設定のステップと注意表示を確認します。 

Ｇ－５０データの収集 初期設定時にＧ－５０のシステム設定情報を収集します。 

ユニット構成設定 各Ｇ－５０内のユニット構成を確認・変更します。 

冷媒系設定 冷媒接続の情報を確認・変更します。 

グループ設定 室内機・換気グループの情報を確認・変更します。 

換気連動設定 換気機器と室内機の連動設定情報を確認・変更します。 

 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

監視表示設定の準備 監視表示設定のステップと注意表示を確認します。 

形名設定 ユニットの形名を設定します。 

フロア数とフロア名の設定 フロア数とフロア名称を設定します。 

平面図の作成 フロア画面で使う平面図を作成します。 

フロアとＧ－５０の設定 フロアとＧ－５０の対応を設定します。 

グループアイコンの配置と名称設定 グループアイコンを平面図に配置し、グループ名称を設定します。 

ブロック設定 グループ単位で操作用ブロックを設定します。 

 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

時刻設定 現在日付と時刻を設定します。また、各G-50の時刻をモニタできます。 

 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

課金システム設定の準備 課金システム設定のステップと注意表示を確認します。 
按分モードの設定 使用するパラメータを選択します。 

（室外機と室内機系の按分モードを選択します。※選択不可） 

室外機－電力量計対応の設定（※１） 室外機と電力量計との対応を設定します。 

室外機設定        （※１） 室外機のクランクケースヒータ容量を設定します。 

室内機－電力量計対応の設定（※１） 室内機と電力量計との対応を設定します。 

室内機設定 室内機の能力容量と FAN容量を確認・変更します。 

課金用ブロック設定 操作用ブロック単位で課金用ブロックを設定します。 

通貨単位設定       （※１） 使用する通貨を選択します。 

料金設定 電気料金の単価と昼間／夜間の区分等を設定します。 

基本料金設定       （※１） ブロックまたは電力量計単位の基本料金を設定します。 

      ※１：統合ソフト TG-2000の Ver1.00では未対応で表示しません。 
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ＴＧ－２０００の画面遷移図（２／２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  管理画面（別冊「管理編」を参照） 
 
 

メンテナンスグループ 

電源投入 
＋TG-2000起動 

システム情報なし システム情報あり 

TG-2000を終了し、 
ＯＳのシャットダウ

ン後に電源 OFF 

［ファイル］-［終了］
ボタン選択  

［設定終了］
ボタン選択 

※本書で記載している範囲 

パスワード入力 

初期画面に戻る 
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ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

課金データの保守 電力量計、室内機、室外機の過去６２日分のデータを参照・編集でき
ます。 
（また、電力量計の現在の値をモニタできます。（※１）） 

課金データの保守（電力量計） 
             （※１） 

電力量計の過去６２日分のデータを参照・編集できます。 
 

課金データの保守（ユニット） 室内機、室外機の過去６２日分のデータを参照・編集できます。 

      ※１：統合ソフト TG-2000の Ver1.00では未対応であり、本機能はありません。 
 

ウィザードの名前 起動した画面での主な設定内容 

運転量データモニタ Ｇ－５０に格納された運転量のデータをモニタし、上書きできます。 
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７．１７．１７．１７．１    起動前の確認起動前の確認起動前の確認起動前の確認    

    
ＴＴＴＴＧ－２０００を起動する前に、以下の項目を確認してください。Ｇ－２０００を起動する前に、以下の項目を確認してください。Ｇ－２０００を起動する前に、以下の項目を確認してください。Ｇ－２０００を起動する前に、以下の項目を確認してください。 

      （１）空調機システムの試運転が完了していること 
      （２）パソコン，ＨＵＢ，Ｇ－５０，給電装置および空調機の電源がＯＮであること 
      （３）パソコンのＨ／Ｗ接続、ケーブル接続およびソフトウェアインストールが完了していること 
      （４）「日付と時刻」の設定が正しいこと 
 
７．２７．２７．２７．２    起動の方法起動の方法起動の方法起動の方法    

統合ソフトＴＧ－２０００を起動する。統合ソフトＴＧ－２０００を起動する。統合ソフトＴＧ－２０００を起動する。統合ソフトＴＧ－２０００を起動する。 
    ＴＧ－２０００を起動するために必要な操作を説明します。 
 
  ［操作方法］ 
    １）Windows を再起動します               
     Windows を再起動すると、自動的にログインし、統合ソフ 

ト TG-2000のプログラムが起動します。起動処理が開始され 
ると、“起動画面”が表示されます。 

      ※統合ソフト TG-2000は Windowsを再起動すると、自動 
       的に起動できます。 
 
 
     起動画面の表示後に、システム設定データの有無によって、 
    動作が異なります。 
 
     （ケース１）システム設定なし（初めての起動）の場合 
        初期画面が表示されます。８章「システム設定の方法」 
       を参照し、初期設定を開始してください。 
 
     （ケース２）システム設定ありの場合 
       システムの初期設定を実施した後に、電源を投入、 

または、再起動を行うと、管理画面を表示し、すぐに立ち 
上げ処理を開始します。 
立ち上げ処理は時間がかかりますので、しばらくお待ち 
ください（１０～２０分程度）。 

       再度初期設定を行うには、初期画面に移行して設定します。 
操作方法については６．３章「画面遷移と機能一覧」を参照 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．初期起動と終了方法７．初期起動と終了方法７．初期起動と終了方法７．初期起動と終了方法    

デスクトップ画面 

起動表示画面 

初期画面 

お願い 
 ・安全のために電源を入れる前に必ず据え付けや接続の
状態を十分に確認してください。 
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７．３７．３７．３７．３    終了の方法終了の方法終了の方法終了の方法    
ＴＧ－２０００を終了するＴＧ－２０００を終了するＴＧ－２０００を終了するＴＧ－２０００を終了する 

     ＴＧ－２０００を終了するために必要な操作を説明します。 
 
   ［操作方法］ 
     １）メニューバーの［ファイル］－［終了］を選択します   
      電源を切る前に必ず本プログラムを終了する必要があります。 
     プログラムの終了は初期画面から行います。 
     メニューバーの［ファイル］－［終了］をクリックします。 
           ※初期画面への移行については、６．３章を参照ください。 
     ２）［ＯＫ］ボタンを選択します               
      終了確認画面が表示されますので、表示内容を確認します。 
     ご確認の上、［ＯＫ］ボタンをクリックすると、本プログラムを 

終了します。 
※［キャンセル］ボタンをクリックすると、初期画面に戻り 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＯＳのシャットダウンをするＯＳのシャットダウンをするＯＳのシャットダウンをするＯＳのシャットダウンをする 
    本TG-2000が終了したことを確認してから、ＯＳ（Windows XP/2000）のシャットダウンを行ってください。 

ＯＳがシャットダウンしたことを確認後にパソコンの電源を切ってください。 
 ※ＯＳのシャットダウンやパソコンの電源 ON/OFFの方法は、OSまたはパソコンの説明書を参照くだ 

       さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お願い 
 ・パソコンの電源を切る前には必ずTG-2000の終了操作を 
 行ってください。終了操作をせずに電源を切ると故障の 
 原因になります。 
 ・終了すると、使用している機能が停止しますので、 
 注意してください。特に、電力按分課金機能を使用して 
 いる場合は、２４時間常時運転にしてください。 

終了方法 

終了確認画面 
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８．１８．１８．１８．１    システム設定画面システム設定画面システム設定画面システム設定画面    
    システム設定を行う初期画面の設定項目を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機能グループ 機能 動 作 内  容 

ユーザー設定 機能の有無を設定します。 

ビル名設定 ビル名称を設定します。 
ユーザー設定 

グループ 
パスワード変更 パスワードを変更できます。 

G-50接続設定 接続されている G-50の台数や IPアドレスを設定します。 

システム構成設定 システム構成やグループ設定、連動機等を設定します。 

監視表示設定 形名設定や平面図作成、グループアイコンの配置等を行います。 

課金システム設定 課金機能のシステムを設定します。 

システム設定 

グループ 

時刻設定 現在時刻と日付を設定します。各G-50の時刻をモニタできます。 

課金データの保守 課金の按分データを修正できます。 メンテナンス 

グループ 運転量データモニタ G-50に格納された運転量のデータをモニタし、上書きできます。 

 
 
 
 
 
     各設定画面での選択ボタンの動作内容を示します。 

ボタン 動 作 内  容 

［OK］ 
本表示画面にて設定した内容を有効にし、次の設定画面に進みます。 

（準備画面の場合、次の設定画面に進みます。） 

［次へ］ 次の設定画面に進みます。 

［戻る］ 本表示画面にて設定した内容を無効にし、一つ前の設定画面に戻ります。 

［キャンセル］ 本表示画面にて設定した内容を無効にし、初期画面に移行します。 

 
８．２８．２８．２８．２    シスシスシスシステム設定の手順テム設定の手順テム設定の手順テム設定の手順    
   初期画面でのシステム設定の順番を示します。 
    システム設定なしの場合 
     「ユーザー設定」→「ビル名設定」→「G-50接続設定」 

→「システム構成設定」→「監視表示設定」 
 →「課金システム設定」 
 （→「パスワード変更」→「時刻設定」） 

 
     ※Ｇ－５０が実際に接続されていなくても、システム 
      構成などの情報があれば、事前に設定することは 
      できます。 

初期画面 

お知らせ 
 ・メンテナンスグループの機能説明は、９章に記載します。 
 ・表示される設定項目はユーザー設定の内容により異なります。 

８．システム設定の方法８．システム設定の方法８．システム設定の方法８．システム設定の方法    

ユーザ設定ユーザ設定ユーザ設定ユーザ設定    
グループグループグループグループ    

メンテナンスグループメンテナンスグループメンテナンスグループメンテナンスグループ    

システム設定システム設定システム設定システム設定    
グループグループグループグループ    



23 

 
 
 
 
 
    システム設定ありの場合 
      変更する項目を設定・変更してください。 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
    
８．３８．３８．３８．３    ユーザー設定ユーザー設定ユーザー設定ユーザー設定    

  本ＴＧ－２０００の操作一般、プリンタ、課金関連の 
諸項目を設定します。 

    
ＴＧ－２０００の機能有無を設定します。ＴＧ－２０００の機能有無を設定します。ＴＧ－２０００の機能有無を設定します。ＴＧ－２０００の機能有無を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）「ユーザー設定」ボタンを選択します       
     初期画面からユーザー設定グループの［ユーザー 
    設定］ボタンをクリックすると、ユーザー設定画面が 
    表示されます。 
 
 
    ８．３．１８．３．１８．３．１８．３．１    操作一般操作一般操作一般操作一般    
  スケジュール設定、サマータイム設定とフィルタサイン自動表示の機能有無を設定します。 
    
操作一般の操作一般の操作一般の操作一般の機能有無を設定します。機能有無を設定します。機能有無を設定します。機能有無を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）オプションボタンを選択します             
     一般操作の「スケジュール設定」と「フィルタサイン」の 
    設定をします。設定したい内容のオプションボタンをクリック 

します。 
     スケジュール設定スケジュール設定スケジュール設定スケジュール設定    
       しない：年間／週間スケジュールを設定できない 
              （デフォルト値） 
       する ：年間／週間スケジュールを設定できる 
 
     サマータイム設定サマータイム設定サマータイム設定サマータイム設定    
       自動設定しない ：サマータイム時刻を G-50へ自動変更 
                しない。（デフォルト値） 
       自動設定する  ：サマータイム時刻を G-50へ自動変更 
                する。（自動変更の時刻は４：１５です。） 
 
     フィルタサインフィルタサインフィルタサインフィルタサイン    
       自動表示しない ：フィルタサインの表示を手動で行います 
       自動表示する  ：フィルタサインの表示を自動で行います（デフォルト値） 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・設定項目の順番を変更すると、設定できない項目や再設定する項目が生じます。 
・「時刻設定」と「ビル名設定」は必要に応じて設定してください。「時刻設定」にて、各G-50の時刻を 
確認して、必要に応じて時刻設定を行ってください。 

お知らせ 
 ・設定項目を変更・設定した場合、その他の設定項目に影響するケースがあります。 
・特に「ユーザー設定」の内容を変更すると、それ以外の設定項目や機能に影響します。 
・左側の項目を変更・設定すると右側の設定項目に影響があります。 

     「システム構成設定」＞「監視表示設定」、「課金システム設定」 
     「監視表示設定」＞「課金システム設定」 

お知らせ 
・フィルタサイン自動表示を「しない」にすると、フィルタサイン画面を選択しても、自動的にフィルタ状況
を反映しません。「フィルタ表示」ボタンをクリックすると、フィルタ状況を反映します。 
・スケジュール設定を使用するには、別途Ｇ－５０に『年間／週間スケジュール』のライセンス番号の登録が
必要です。Ｇ－５０にライセンス登録をしていない場合は，G-50 本体が持つ週間スケジュール機能のみ利用
可能となります。統合ソフト TG-2000からのスケジュール設定は無効になり、動作しません。 

操作一般設定画面 

ユーザー設定画面 
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    ８．３．２８．３．２８．３．２８．３．２    接続機器接続機器接続機器接続機器    
 プリンターの接続有無を設定します。 

    
接続機器接続機器接続機器接続機器の接続有無を設定します。の接続有無を設定します。の接続有無を設定します。の接続有無を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）オプションボタンをクリックします           
     プリンターの接続有無をオプションボタンで選択します。 
     プリンタ設定により、印刷機能の無効／有効を反映します。 
     
     プリンタ接続プリンタ接続プリンタ接続プリンタ接続    
       接続なし  ：印刷機能を無効にします（デフォルト値） 
       接続あり  ：印刷機能を有効にします 
 
      
 
 
 
 
    ８．３．３８．３．３８．３．３８．３．３    信頼性機能信頼性機能信頼性機能信頼性機能    
   自動リブート機能やデータベースのバックアップ機能の有効 

／無効を設定します。 
 
自動リブートと自動リブートと自動リブートと自動リブートとﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能を設定します。機能を設定します。機能を設定します。機能を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）オプションボタンを選択します            
     自動リブート機能やデータベースのバックアップ機能 

の有無をオプションボタンで選択します。 
     自動リブート設定自動リブート設定自動リブート設定自動リブート設定    
       自動リブートなし：自動リブートしない（デフォルト） 
       自動リブートあり：自動リブートします 
 
     データベースバックアップデータベースバックアップデータベースバックアップデータベースバックアップ    
       バックアップファイルを作成しない ：データベースをバックアップしない（デフォルト） 
       バックアップファイルを作成する  ：データベースをバックアップします 
 
    ２）リブート間隔を▲／▼ボタンで選択します       
     自動リブートを「する」に設定した場合、自動リブートの実施日を▲／▼ボタンで選択します。設定範囲

は起動７～３１日目で、初期値は３１日目となっています。 
 
    ３）出力フォルダを設定します              
     データベースのバックアップを「作成する」に設定した場合、データベースのバックアップをするフォル

ダを［選択］ボタンを使用して設定します。初期値は、「C:\TG2000\DataBackup」となっています。 
     ※バックアップするフォルダは C:ドライブと異なるＨＤＤのドライブに設定することを推奨します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

接続機器設定画面 

お知らせ 
・プリンター接続を有効にしないと、印刷できません。 

お願い 
・お客様自身で、定期的に（１週間に１回）お客様自身で、定期的に（１週間に１回）お客様自身で、定期的に（１週間に１回）お客様自身で、定期的に（１週間に１回）TGTGTGTG----2000200020002000のプログラムを終了し、のプログラムを終了し、のプログラムを終了し、のプログラムを終了し、Windows XP/2000Windows XP/2000Windows XP/2000Windows XP/2000のののの OSOSOSOSもももも 
  再起動してください。（再起動してください。（再起動してください。（再起動してください。（4:304:304:304:30～～～～7:307:307:307:30またはまたはまたはまたは10:0010:0010:0010:00～～～～22:0022:0022:0022:00の間で実施しての間で実施しての間で実施しての間で実施してください。）ください。）ください。）ください。） 

お知らせ 
・ Windows XP/2000の OSは長時間の連続動作に潜在的に不具合を生じる可能性がありますので、定期的に 
 本プログラムの終了とＯＳのシャットダウンと再起動を行うことを推奨します。 
・ 本自動リブート機能は、定期的な前述作業の実施忘れを防止するためのバックアップです。自動リブー 
 トにおいて、途中で不具合を生じた場合、手動で復旧しなければなりません。不具合のまま放置される 
可能性がありますので、定期的な手動作業を推奨します。 

・ 自動リブート設定を「あり」にすると、起動後７～３１日目の 05:35 に自動リブートします（日数は設定
値によります）。 

・ バックアップ対象はシステム設定情報、履歴、および、課金関連情報のデータベースになります。 

信頼性機能設定画面 
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    ８．３．４８．３．４８．３．４８．３．４    課金関連課金関連課金関連課金関連    
   課金機能、空調料金自動印刷、および、空調料金印刷処理の項目を設定します。 
    
課金関連の機能有無を設定します。課金関連の機能有無を設定します。課金関連の機能有無を設定します。課金関連の機能有無を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）オプションボタンをクリックします          
     課金関連の「課金設定」「空調料金自動出力」および 
    「出力フォーマット」の機能設定をオプションボタンで 
    選択します。 
 
     課金設定課金設定課金設定課金設定    
        しない ：課金機能を有さない（デフォルト値） 
        する  ：課金機能を有する 
     空調料金自動出力空調料金自動出力空調料金自動出力空調料金自動出力    
        しない    ：空調料金結果を自動出力しない 
                （デフォルト値） 
        印刷     ：空調料金結果を自動印刷します 
        ファイル出力 ：空調料金結果を自動ファイル出力する 
        印刷＆ファイル出力 ：空調料金結果を自動印刷および 
                   自動ファイル出力します 
        ※ファイル出力するときは、出力先を設定してくだ 

さい。デフォルトの出力先は 
「C:\TG-2000\Chargefile\」 

         となっています。 
     空調料金出力処理空調料金出力処理空調料金出力処理空調料金出力処理    
        標準印刷  ：標準項目で出力します 
               （デフォルト値） 
        ユニット内訳：ユニット別の内訳空調料金も出力します 
        時間内外内訳：時間内外別の内訳空調料金も出力します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．４８．４８．４８．４    ビル名の設定ビル名の設定ビル名の設定ビル名の設定    
   本統合ソフト TG-2000を設置しているビル名称などを設定します。 

 
ビル名を設定しますビル名を設定しますビル名を設定しますビル名を設定します。。。。 

  ［操作方法］ 
    １）［ビル名設定］ボタンをクリックします         
     初期画面のユーザー設定グループにある［ビル名設定］ 
    ボタンをクリックします。 
    ２）ビル名を入力します                  
     ビル名設定画面にビル名をキーボードから入力します。 
    ３）［ＯＫ］ボタンを選択します              
        ビル名の入力完了後、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、設定が 
無効になります。 

 
 
 
 
 

課金設定画面 

お知らせ 
・ プリンタ接続なしの場合、「空調料金自動出力」の印刷は設定できません。 
・ 本 TG-2000に「電力按分課金機能」が無い場合、本画面は表示されません。 
・ファイル名は、「（月）_（年）B.csv」となります。 
・電力按分課金機能を使用するには、別途Ｇ－５０に『電力按分課金機能』のライセンス番号の登録が必要
です。Ｇ－５０にライセンス登録をしていない場合は，電力按分課金の機能が正常に動作しません。また、
TG-2000が管理するＧ－５０全てに『電力按分課金機能』のライセンスが必要です。 

ビル名設定画面 

お知らせ 
・ビル名は２０文字まで入力できます。ビル名は起動画面やバージョン確認画面表示に反映されます。 
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８．５８．５８．５８．５    Ｇ－５０接続設定Ｇ－５０接続設定Ｇ－５０接続設定Ｇ－５０接続設定    
   本統合ソフト TG-2000と接続Ｇ－５０の台数とＩＰアドレスを設定します。本設定でＧ－５０の保有する 
  オプション機能の利用状況をモニタして表示することができます。 
 
 ８．５．１８．５．１８．５．１８．５．１    設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約    
   Ｇ－５０接続設定の前に、注意事項と手順を確認します。 
 
 Ｇ－５０接続設定前の確認をします。Ｇ－５０接続設定前の確認をします。Ｇ－５０接続設定前の確認をします。Ｇ－５０接続設定前の確認をします。 
  ［操作方法］ 
    １）［Ｇ－５０接続設定］ボタンを選択します      
     初期画面のシステム設定グループにある［Ｇ－５０ 

接続設定］ボタンをクリックします。 
    ２）表示内容を確認後、［OK］ボタンを選択します    
     警告表示の内容を確認し、問題なければ、［OK］ボタ 

ンをクリックして、設定に進みます。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
    Ｇ－５０接続設定は、以下の手順で実施します。 
     STEP1  Ｇ－５０台数設定 
     STEP2  Ｇ－５０ＩＰアドレス設定 

    
 
 
    ８．５．２８．５．２８．５．２８．５．２    Ｇ－５０台数設定（ＳＴＥＰ１）Ｇ－５０台数設定（ＳＴＥＰ１）Ｇ－５０台数設定（ＳＴＥＰ１）Ｇ－５０台数設定（ＳＴＥＰ１）    
   接続するＧ－５０の台数を設定します。 
 
 Ｇ－５０の台数を設定します。Ｇ－５０の台数を設定します。Ｇ－５０の台数を設定します。Ｇ－５０の台数を設定します。    
  ［操作方法］ 
    １）▲／▼ボタンを選択して設定します        
     本システムに接続するＧ－５０の台数を▲／▼ボタン 

で設定します。 
   接続可能台数：１～４台 

    ２）［OK］ボタンを選択します            
     設定した台数を確認し、［OK］ボタンをクリックしま 

す。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
    ８．５．３８．５．３８．５．３８．５．３    Ｇ－５０ＩＰアドレス設定（ＳＴＥＰ２）Ｇ－５０ＩＰアドレス設定（ＳＴＥＰ２）Ｇ－５０ＩＰアドレス設定（ＳＴＥＰ２）Ｇ－５０ＩＰアドレス設定（ＳＴＥＰ２）    
   接続するＧ－５０のＩＰアドレスを統合ソフトのデータに 
  設定します。 
 
 Ｇ－５０のＩＰアドレスを登録します。Ｇ－５０のＩＰアドレスを登録します。Ｇ－５０のＩＰアドレスを登録します。Ｇ－５０のＩＰアドレスを登録します。    
  ［操作方法］ 
    １）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     ＩＰアドレスの情報を登録するＧ－５０の No.を▲／ 

▼ボタンで選択します。 
    ２）ＩＰアドレスを設定します            
     該当Ｇ－５０のＩＰアドレスを入力します。 
     接続台数分のＩＰアドレスを設定します。 
    ３）設定完了すると、［完了］ボタンを選択します   
     全Ｇ－５０のＩＰアドレスを設定完了すると、［完了］ 
    ボタンを設定します。本 G-50接続設定は完了します。 
 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 

準備画面 

Ｇ－５０台数設定画面 

Ｇ－５０ＩＰアドレス設定画面 
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 オプション機能の利用状況をモニタする。オプション機能の利用状況をモニタする。オプション機能の利用状況をモニタする。オプション機能の利用状況をモニタする。    
  ［操作方法］ 
    １）Ｇ－５０の No.を選択します           
     オプション機能の利用状況をモニタしたい G-50の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）［モニタ更新］ボタンで選択します        
     Ｇ－５０ＩＰアドレス画面の［モニタ更新］ボタンをクリックすると、モニタしてその結果を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．６８．６８．６８．６    システム構成設定システム構成設定システム構成設定システム構成設定    
   本統合ソフト TG-2000で監視する空調機システムの情報を設定します。本設定ではＧ－５０の保有する 
  システム情報をモニタすることができます。 
 
 ８．６．１８．６．１８．６．１８．６．１    設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約    
   システム構成設定の前に、注意事項と手順を確認します。 
 
    システム構成設定前に確認します。システム構成設定前に確認します。システム構成設定前に確認します。システム構成設定前に確認します。    
  ［操作方法］ 
    １）［システム構成設定］ボタンを選択します      
     初期画面のシステム設定グループにある［システム 

構成設定］ボタンをクリックします。 
    ２）表示内容を確認後、［OK］ボタンを選択します    
     警告表示の内容を確認し、問題なければ、［OK］ボタ 

ンをクリックして、設定に進みます。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
    システム構成設定は、以下の手順で実施します。 
     STEP1  Ｇ－５０データの収集 
     STEP2  ユニット構成設定 

      STEP3  冷媒系設定 
      STEP4  グループ設定 
      STEP5  換気連動設定 
 
 
    ８．６．２８．６．２８．６．２８．６．２    Ｇ－５０データの収集（ＳＴＥＰ１）Ｇ－５０データの収集（ＳＴＥＰ１）Ｇ－５０データの収集（ＳＴＥＰ１）Ｇ－５０データの収集（ＳＴＥＰ１）    
   初期設定時にＧ－５０へ設定したシステム情報（グループ情報、換気連動設定情報、など）を統合ソフト 

TG-2000に収集することができます。 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・Ｇ－５０へのＩＰアドレス設定は、Ｇ－５０本体あるいは初期設定ツールで設定する必要があります。 
 

お知らせ 
・Ｇ－５０のオプション機能の利用状況をモニタし、統合ソフト TG-2000で使用しようとしているライセン
スが登録（存在）しているかを確認することができます。 
   『監視操作』        … 常に有効です。 
   『年間／週間スケジュール』 … スケジュール設定を使用するときに必要です。 
   『電力按分課金』      … 電力按分課金（課金機能）を使用するときに必要です。 
                   （また、運転時間を使用するときにも必要です。） 
   『異常メール通報』     … 常に有効です（サービス保守用です）。 

準備画面 

注意 
・本「Ｇ－５０データの収集」機能を使用すると、統合ソフト TG-2000に保持しているシステム情報が 
 全て抹消されますので、ご注意ください。情報収集すると、G-50の情報に上書きされますので、 
 再度、初期設定を行ってください。 
・全てのＧ－５０が接続されていない場合は、情報収集できません。 
・空調機および G-50の試運転が正常に完了してから本機能を実施することをお勧めします。 
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 初期設定時にＧ－５０から情報収集します。初期設定時にＧ－５０から情報収集します。初期設定時にＧ－５０から情報収集します。初期設定時にＧ－５０から情報収集します。    
  ［操作方法］ 
    １）［Ｇ－５０より情報収集］ボタンを選択します   
     初期設定時にＧ－５０からシステム情報の情報収集 

する場合に、［Ｇ－５０より情報収集］ボタンをク 
リックします。 

     情報収集を完了すると、自動的に次のステップに進 
みます。情報収集には時間がかかりますので、しばら 
くお待ちください。 

       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
Ｇ－５０から情報収集をスキップしますＧ－５０から情報収集をスキップしますＧ－５０から情報収集をスキップしますＧ－５０から情報収集をスキップします 

  ［操作方法］ 
    １）［次へ］ボタンを選択します            
     情報収集しない場合は、［次へ］ボタンをクリックしま 

す。 
 
 
    ８．６．３８．６．３８．６．３８．６．３    ユニット構成設定（ＳＴＥＰ２）ユニット構成設定（ＳＴＥＰ２）ユニット構成設定（ＳＴＥＰ２）ユニット構成設定（ＳＴＥＰ２）    
   各Ｇ－５０内のユニット構成の確認や変更ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ユニット構成を確認します。ユニット構成を確認します。ユニット構成を確認します。ユニット構成を確認します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     ユニット構成を確認するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）ユニット構成の確認後、［OK］ボタンを選択します 
     各 G-50のユニット構成を確認し、変更の必要がなければ、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 ユニット構成を変更します。ユニット構成を変更します。ユニット構成を変更します。ユニット構成を変更します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     ユニット構成を変更するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）ユニットアイコンの削除・追加します       

      ユニットアイコンの削除 ：削除したいユニットアイコンをクリックします 
         ユニットアイコンの追加 ：追加したいユニットアイコンを「選択ユニットアイコン」欄から 
                      クリックして選択状態にします。 
                      （選択したユニットの記号がポインタに表示されます。） 
                      次に、追加したいアドレス欄にクリックすると、ユニットアイコン 
                      が表示されます。 
 

Ｇ－５０データの収集画面 

ユニット構成変更画面 

ユニット構成表ユニット構成表ユニット構成表ユニット構成表
示示示示    
該当G-50のシステム構

成のユニットを表示し

選択ユニットアイコン選択ユニットアイコン選択ユニットアイコン選択ユニットアイコン    
室内機、室外機、リモコン、システ

ムリモコン等のアイコン（記号）と

名称を表示しています。 

Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択    
G-50 No.を選択します。 
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                 表．アイコン記号とユニット名称 

アイコン記号 ユニット名称 アドレス設定可能範囲 

ＩＣ 室内機 
ＬＣ ロスナイ 

ＦＵ 加熱加湿付きロスナイ 

ＫＩＣ Ｋ制御用ユニット 

ＡＩＣ Ａ制御用ユニット 

１～５０ 

ＯＣ 室外機（非蓄熱） 

ＯＣ－Ｉ 蓄冷熱室外機 

ＢＣ 分流コントローラ 

ＢＳ サブ分流コントローラ 

ＯＳ 定速ユニット 

ＩＵ 室外サブコントローラ（ICE-Y Aタイプ用） 

ＴＵ 蓄熱槽ユニット 

５１～１００ 

ＲＣ ＭＥリモコン（コンパクトリモコン） 
／ロスナイリモコン 

１０１～２００ 

ＳＣ システムコントローラ 
（GR、SR、ANを含む） 

ＧＲ グループリモコン 

ＳＲ システムリモコン 

ＡＮ ＯＮ／ＯＦＦコントローラ 

２０１～２５０ 

ＫＡ Ｋ伝送コンバータ （２０１～２５０） 

ＴＲ 集中コントローラ（ＭＪ－１０３） （２０１～２５０） 

Ｇ－５０ 集中コントローラＧ－５０ （０，２０１～２５０） 

？？ 未確認ユニット （１～２５０） 

 
    ３）［OK］ボタンを選択します            
     ユニットアイコンの変更が全て完了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ８．６．４８．６．４８．６．４８．６．４    冷媒系設定（ＳＴＥＰ３）冷媒系設定（ＳＴＥＰ３）冷媒系設定（ＳＴＥＰ３）冷媒系設定（ＳＴＥＰ３）    
   各Ｇ－５０内の冷媒系情報の確認と変更ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 冷媒系情報を確認します。冷媒系情報を確認します。冷媒系情報を確認します。冷媒系情報を確認します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     冷媒系情報を確認するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 

お知らせ 
・Ｇ－５０からシステム情報を収集すると、ＳＲ，ＧＲ，ＡＮは全て『ＳＣ』と表示します。 
 実際に接続されたシステムコントローラのアイコンに変更することができます。変更されますと、異常時
 の発生ユニットの種類を容易に区別して表示することができます。 
・『？？』表示アイコンは削除して、本来のアイコンを設定してください。『？？』アイコンが存在時は次の
ステップに進むことができません。 

Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択    
G-50 No.を選択します。 

冷媒系情報冷媒系情報冷媒系情報冷媒系情報    
ビルマルチの冷媒系情

報を表示します。 

未接続室内系ユニット未接続室内系ユニット未接続室内系ユニット未接続室内系ユニット    
冷媒系接続表示されていない室内

機、加熱加湿付きロスナイ（IC，FU）

を表示します。 

未接続室外サブユニット未接続室外サブユニット未接続室外サブユニット未接続室外サブユニット    
冷媒系接続表示されていないＯＳ，

ＩＵ，ＴＵを表示します。 
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    ２）冷媒系情報の確認後、［OK］ボタンを選択します  
     各 G-50の冷媒系情報を確認し、変更や修正の必要がなければ、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 冷媒系情報を変更します。冷媒系情報を変更します。冷媒系情報を変更します。冷媒系情報を変更します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     冷媒系情報を変更するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）ユニットアイコンの削除・追加します       

      ユニットアイコンの削除 ：削除したいユニットアイコンをクリックします 
         ユニットアイコンの追加 ：追加したいユニットアイコンを「未接続室内系ユニット」欄と 

「未接続室外サブユニット」から冷媒系接続するユニットアイコン 
をクリックして選択状態にします。 

                      （選択したユニットの記号がポインタに表示されます。） 
                      次に、追加したいＯＣ欄の行にクリックすると、ユニットアイコン 
                      が表示されます。 
    ３）［OK］ボタンを選択します            
     冷媒系情報の変更が全て完了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
   統合ソフト TG-2000を起動時に、統合ソフトで保持している情報と G-50の冷媒情報を比較して、一致または 

未受信時は注意表示のメッセージを本冷媒系設定変更の画面を選択したときに表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
    ８．６．５８．６．５８．６．５８．６．５    グループ設定（ＳＴＥＰ４）グループ設定（ＳＴＥＰ４）グループ設定（ＳＴＥＰ４）グループ設定（ＳＴＥＰ４）    
   各Ｇ－５０内の室内機および換気グループ情報の確認と変更ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 グループ情報を確認します。グループ情報を確認します。グループ情報を確認します。グループ情報を確認します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     グループ情報を確認するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 

お知らせ 
・本冷媒系設定変更の画面で、追加または削除しても実際の冷媒系システムは変更できません。 
・本冷媒系情報は電力按分課金機能に使用しますので、電力按分課金機能を使用する場合は、必ず設定およ
び確認を実施してください。また、本冷媒系情報は異常発生表示にも使用します。 
・Ｇ－５０の立ち上げ時の状態によっては、冷媒系情報を全て収集できない場合があります。この場合は、 
本冷媒系設定変更の画面で追加または変更してください。 

Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択    
G-50 No.を選択します。

グループ情報グループ情報グループ情報グループ情報    
室内機、または、換気の

グループ構成を表示し

ます。 

未接続室内系ユニット未接続室内系ユニット未接続室内系ユニット未接続室内系ユニット    
グループ設定されていない室内機、

ロスナイ（IC,KIC,AIC,LC）を表示

します。 

未接続リモコン未接続リモコン未接続リモコン未接続リモコン    
グループ設定できる SC，GR，SR，

AN，RCを表示します。 

グループ番号グループ番号グループ番号グループ番号    
グループ番号を表示し

ます。 
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    ２）グループ情報の確認後、［OK］ボタンを選択します  
     各 G-50のグループ情報を確認し、変更や修正の必要がなければ、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 グループ情報を変更します。グループ情報を変更します。グループ情報を変更します。グループ情報を変更します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     グループ情報を変更するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）ユニットアイコンの削除・追加します       

      ユニットアイコンの削除 ：削除したいユニットアイコンをクリックします。 
         ユニットアイコンの追加 ：追加したいユニットアイコンを「未接続室内系ユニット」欄と 

「未接続リモコン」からグループ設定するユニットアイコン 
をクリックして選択状態にします。 

                      （選択したユニットの記号がポインタに表示されます。） 
                      次に、追加したいグループ欄の行にクリックすると、ユニットアイ 
                      コンが表示されます。 
    ３）［OK］ボタンを選択します            
     グループ情報の変更が全て完了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
   本グループ設定画面にて、ＧＲ，ＳＲ，ＡＮおよびＳＣが新たにグループ編成できるグループ数と室内機台数

を示します。 
        表・管理グループ数と室内機台数 

記号 機種名 管理グループ数と室内機台数 

ＧＲ グループリモコン ８グループ －１６室内機 
ＳＲ システムリモコン ３２グループ－５０室内機 

ＡＮ ＯＮ／ＯＦＦリモコン １６グループ－５０室内機 

ＳＣ システムコントローラ ５０グループ－５０室内機 

 
    
    
    
    
    
    
    
    
    グループ番号を変更しますグループ番号を変更しますグループ番号を変更しますグループ番号を変更します    
  ［操作方法］ 

１）グループ番号の表示セルを選択します       
     グループ番号を変更したいセルをクリックします。グループ 
    番号の変更画面が表示されます。 
    ２）グループ番号を変更します            

  変更したいグループ番号にキーボード入力で変更します。 
 ３）［OK］ボタンを選択します             

     グループ番号を変更した後に、［OK］ボタンをクリックしま 
す。もし、重複したグループ番号があれば、エラーメッセージ 
を表示します。 

 
 
 
 
 

お知らせ 
・本グループ設定変更の画面で変更すると、G-50システムに変更内容を反映することができます。 
・室内機(M-NET機種)、Ｋ制御用ユニット、Ａ制御用ユニット、ロスナイは同じグループにすることはでき 
ません。 

・ＧＲ，ＳＲ，ＡＮには接続できるグループ数や室内機台数に制限がありますので、制限にあったグループ 
 設定をしてください。 

お知らせ 
・本グループ設定画面にて、新たにグループ編成したときに制限されるシステムコントローラ（GR，SR，AN，
SC）の管理グループ数と室内機台数です。 

・G-50から収集したグループ編成はそのまま使用できます。 
例えば、マルチパネルコントローラ（AN）などです。 
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    ８．６．６８．６．６８．６．６８．６．６    換気連動設定（ＳＴＥＰ５）換気連動設定（ＳＴＥＰ５）換気連動設定（ＳＴＥＰ５）換気連動設定（ＳＴＥＰ５）    
   各Ｇ－５０内の室内機に連動換気運転する連動情報の確認と変更ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 換気連動設定情報を確認します。換気連動設定情報を確認します。換気連動設定情報を確認します。換気連動設定情報を確認します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     換気連動設定情報を確認するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
 
    ２）換気連動情報の確認後、［OK］ボタンを選択します 
     各 G-50の換気連動設定情報を確認し、変更や修正の必要がなければ、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 換気連動設定情報を変更します。換気連動設定情報を変更します。換気連動設定情報を変更します。換気連動設定情報を変更します。    
  ［操作方法］ 

１）Ｇ－５０の No.▲／▼ボタンで選択します     
     換気連動設定を変更するＧ－５０の No.を▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）ユニットアイコンの削除・追加します       

      ユニットアイコンの削除 ：削除したいユニットアイコンをクリックします。 
         ユニットアイコンの追加 ：追加したいユニットアイコンを「連動元未設定ユニット」欄から連

動設定するユニットアイコンをクリックして選択状態にします。 
                      （選択したユニットの記号がポインタに表示されます。） 
                      次に、連動先の換気装置表示行にクリックすると、ユニットアイ 
                      コンが表示されます。 
    ３）［完了］ボタンを選択します            
     連動換気設定の変更が全て完了したら、［完了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択    
G-50 No.を選択します。 

連動換気ユニッ連動換気ユニッ連動換気ユニッ連動換気ユニッ
トトトト    
連動先の換気ユニット
（LC，FU）を表示します。 

連動元未設定ユニット連動元未設定ユニット連動元未設定ユニット連動元未設定ユニット    
連動設定していない室内機（IC，

AIC）を表示します。 

お知らせ 
・本換気連動設定変更の画面で変更すると、G-50システムに変更内容を反映することができます。 
・一つの連動換気ユニットには最大１６台まで室内機を連動設定ができます。 
・［完了］ボタンをクリックすると、換気連動設定が完了しているかの確認画面が表示されます。 
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８．７８．７８．７８．７    監視表示設定監視表示設定監視表示設定監視表示設定    
   本統合ソフトTG-2000の管理画面で監視表示するためのフロア名称、平面図、および、操作用ブロック等の情

報を設定します。 
 
    ８．７．１８．７．１８．７．１８．７．１    設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約    
   監視表示設定の前に、注意事項と手順を確認します。 
 
    監視表示設定前に確認します。監視表示設定前に確認します。監視表示設定前に確認します。監視表示設定前に確認します。    
  ［操作方法］ 
    １）［監視表示設定］ボタンを選択します        
     初期画面のシステム設定グループにある［監視表示設 

定］ボタンをクリックします。 
    ２）表示内容を確認後、［OK］ボタンを選択します     
     警告表示の内容を確認し、問題なければ、［OK］ボタ 

ンをクリックして、設定に進みます。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
    監視表示設定は、以下の手順で実施します。 
     STEP1  形名設定 
     STEP2  フロア数とフロア名の設定 
     STEP3  平面図の作成 
     STEP4   フロアとＧ－５０の設定 
     STEP5   グループアイコンの配置と名称設定 
     STEP6   ブロック設定 

 
 
    ８．７．２８．７．２８．７．２８．７．２    形名設定（形名設定（形名設定（形名設定（STEP1STEP1STEP1STEP1））））    
   本システムに接続される空調機ユニット（室外機、室内機、 
  サブユニット、ロスナイ等）の形名を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユニットに形名を設定します。ユニットに形名を設定します。ユニットに形名を設定します。ユニットに形名を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）Ｇ－５０ No.の▲／▼ボタンを選択します     
     ユニット形名を設定するＧ－５０番号を▲／▼ボタン 
    で選択します。 
    ２）設定するユニットを選択します          
     同じ形名を設定するユニットをクリックして選択しま 
    す。該当ユニットのセルが青色表示し、形名設定対象に 
    なります。クリックする度に選択、未選択に切り替わります。また、複数ユニットを選択できます。 
    ３）種別、分類、形名を選択します          
     設定したいユニットの形名を種別、形名から選択してください。（種別：IC，LC，FU，OC，BC，OS） 
    選択すると、形名候補欄に形名が表示されます。 
    ４）［決定］ボタンを選択する             
     設定する形名を選択すると、［決定］ボタンをクリックします。選択した形名がユニット形名欄に反映され 

ます。 
     
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・課金機能に本形名設定のデータを使用しています。 
形名変更すると、データが更新されて、そのデータ 
で計算されますので、注意ください。 

・メンテナンス時に形名確認が可能になります。 

お知らせ 
・形名は形名候補欄に手入力することもできます。 
・KIC，AICの種別はデータベースにありませんので、手入力してください。 
・リモコンやシステムコントローラ等の形名設定はできません。 
・電力按分課金機能を使用し、かつ、形名変更した場合、課金設定の設定内容を確認してください。各
ユニットの容量値が変更されています。 

監視・表示設定準備画面 

決定 ボ タ決定 ボ タ決定 ボ タ決定 ボ タ
ンンンン

形名候補欄形名候補欄形名候補欄形名候補欄    

ユニット形名設定の画面 

Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択    



34 

形名の設定を解除する形名の設定を解除する形名の設定を解除する形名の設定を解除する 
   ［操作方法］ 
     １）形名を削除するユニットを選択します      
      形名を削除したいユニットをクリックして選択しま 

す。選択した対象セルが青色表示し、形名削除対象に 
     なります。また、複数ユニットを選択できます。 
     ２）［削除］ボタンを選択します           
      ［削除］ボタンをクリックします。選択したユニッ 
     のト形名が削除されます。 
 
使用周波数を設定する使用周波数を設定する使用周波数を設定する使用周波数を設定する 

   ［操作方法］  
     １）周波数を選択します              
      電源の周波数が５０Hzの場合、「60Hzを使用する」 

のチェックを未選択（初期値）にします。 
      ６０Hzの電源を使用する場合のみ、「60Hzを使用 

する」のチェックボックスをクリックします。 
 
形名設定の終了方法形名設定の終了方法形名設定の終了方法形名設定の終了方法 

   ［操作方法］ 
     １）［OK］ボタンを選択します            
      全Ｇ－５０のユニットの形名設定が完了したら、本設定画面の［OK］ボタンをクリックします。 
        ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
    ８．７．３８．７．３８．７．３８．７．３    フロア数とフロア名の設定（フロア数とフロア名の設定（フロア数とフロア名の設定（フロア数とフロア名の設定（STEPSTEPSTEPSTEP３）３）３）３）    
   管理するビルのフロア数（階数）とフロア名称を設定します。 
    
フロア数とフロア名称を設定します。フロア数とフロア名称を設定します。フロア数とフロア名称を設定します。フロア数とフロア名称を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）フロア数を▲／▼ボタンで選択します      

▲／▼ボタンをクリックして必要なフロア数を設定 
します。 

    ２）フロア名称欄を選択し、フロア名称を入力します 
     設定した全フロアに対して、フロア名称を設定しま 
    す。フロア名称を設定したいフロア名称欄をクリック 
    すると、フロア名称を入力できる状態になります。 
    フロア名称を入力します。 
    ４）［OK］ボタンを選択します            
     フロア数と名称設定を完了すると、［OK］ボタンを 
    クリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 

画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
    ８．７．４８．７．４８．７．４８．７．４    平面図の作成（平面図の作成（平面図の作成（平面図の作成（STEPSTEPSTEPSTEP４）４）４）４）    
    各フロアの平面図を作成します。この平面図が空調機の操作・監視を行うときの各フロアの画面になります。 
   平面図を表示しない場合（白一色）は作成する必要はありません。 
    
各フロアの平面図を作成する各フロアの平面図を作成する各フロアの平面図を作成する各フロアの平面図を作成する    

  ［操作方法］ 
    １）ベース図面の［変更］アイコンをクリックします   
     平面図の設定画面にて、ベース平面図を編集するために、ベース図面の［変更］ボタンをクリックします。

ペイントが自動的に立ち上がります。 
 
 

お知らせ 
・フロア数は１～５５まで設定できます。 
・フロア名称は最大１６文字まで入力できます（フロア名称は重複しても設定可能です）。 

フロア数とフロア名称の設定画面 

周波数チェックボック周波数チェックボック周波数チェックボック周波数チェックボック
スススス

形名削除ボタン形名削除ボタン形名削除ボタン形名削除ボタン    

フロア名称欄フロア名称欄フロア名称欄フロア名称欄    フロア数設フロア数設フロア数設フロア数設
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    ２）ベースの平面図を作成します             
     ペイントでベース平面図を作成します。 
     ※詳細は、Windows2000/XPのユーザーガイドを 
       参照ください。 
    ３）ペイントを終了します                
     ペイントのメニューバー中の［ファイル］をクリックし 

て、［ペイントの終了］を選択します。保存確認画面で 
［はい］を選択して、上書きします。 

    ４）選択フロアを▲／▼ボタンで選択します        
     平面図を表示または作成・変更したいフロアを▲／▼ボタ 

ンでクリックします。 
    ５）［コピー］ボタンを選択します            
     選択したフロアの平面図にベース図面を流用するときに 

［コピー］ボタンをクリックします。新規に平面図を作成す 
る場合は、フロア図面の［コピー］ボタンをクリックする必 
要はありません。 

    ６）フロア図面の［変更］ボタンを選択します       
     選択したフロアの平面図を編集・作成するために、フロア 

図面の［変更］ボタンをクリックします。ペイントが起動し、 
平面図を編集できます。 

    ７）フロアの平面図を作成します             
     選択したフロアの平面図からペイントを使用して、作成し 

たい図に編集してください。 
    ８）ペイントを終了します                
     ペイントのメニューバー中の［ファイル］をクリックして、 

［ペイントの終了］を選択します。 
    ９）全平面図を作成完了すると、［OK］ボタンを選択します  
     全フロアの平面図を作成完了すると、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
    ８．７．５８．７．５８．７．５８．７．５    フロアとＧ－５０の設定（ＳＴＥＰ４）フロアとＧ－５０の設定（ＳＴＥＰ４）フロアとＧ－５０の設定（ＳＴＥＰ４）フロアとＧ－５０の設定（ＳＴＥＰ４）    

ビルの各フロアに対応するＧ－５０を設定します。 
 
フロアとＧ－５０の対応を設定します。フロアとＧ－５０の対応を設定します。フロアとＧ－５０の対応を設定します。フロアとＧ－５０の対応を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）対応Ｇ－５０を選択します             
     各フロアに対応するＧ－５０のチェックボタン（□）を 
    クリックします。 
       □：未選択状態 
       ■：選択状態 
     すべてのフロアに対して、対応するＧ－５０を設定しま 
    す（一つフロアに対して、Ｇ－５０を５つまで設定可能）。 
    ２）［OK］ボタンを選択します             
     フロアとＧ－５０の対応を全フロアに対して設定完了す 

ると、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面 

の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
 
 

お願い 
・ペイントが起動された段階でファイル名・画面サイズは、
設定されていますので、これらについては変更しないで
ください。変更すると、作成した図が正しく表示されな
い場合があります。 

フロアとＧ－５０の設定画面 

平面図の設定画面 

ペイントの画面（初期状態） 

ベース図面ベース図面ベース図面ベース図面    フロア図面フロア図面フロア図面フロア図面    

チェックボタンチェックボタンチェックボタンチェックボタン    

フロア選択フロア選択フロア選択フロア選択    
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    ８．７．６８．７．６８．７．６８．７．６    グループアイコンの配置と名称設定（ＳＴＥＰ５）グループアイコンの配置と名称設定（ＳＴＥＰ５）グループアイコンの配置と名称設定（ＳＴＥＰ５）グループアイコンの配置と名称設定（ＳＴＥＰ５）    
    各フロアの平面図にグループアイコンを配置します。また、 
   グループの名称（ショート名、ロング名）を設定します。 
各フロアにグループアイコンを配置し、グループ名を設定します。各フロアにグループアイコンを配置し、グループ名を設定します。各フロアにグループアイコンを配置し、グループ名を設定します。各フロアにグループアイコンを配置し、グループ名を設定します。    

  ［操作方法］ 
    １）フロアを▲／▼ボタンで選択します         
     グループアイコンの配置設定画面にて、フロアを▲／▼ 
    ボタンで選択します。 
    ２）グループを選択します               
     配置するグループをグループリスト画面から室内機また 

は換気グループをクリックして選択します。 
    ３）配置場所を設定します               
     選択したグループを配置したい場所にマウスポインタを 

移動して、クリックします。すると、グループ名設定画面 
が表示されます。 

    ４）グループ名称を設定します             
     グループ名称をショート名，ロング名とも入力します。 
    ５）上記１）～４）を繰り返します           
     各フロアのすべてのグループアイコンを配置し、グルー 

プ名を設定します。 
    ６）配置完了すると、［OK］ボタンを選択します     
     グループアイコン配置と名称設定を全フロア分完了する 

と、［OK］ボタンをクリックします。 
※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画 
面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アアアアイコン配置の削除、名称変更、配置移動します。イコン配置の削除、名称変更、配置移動します。イコン配置の削除、名称変更、配置移動します。イコン配置の削除、名称変更、配置移動します。    

    配置したグループアイコンの削除、グループ名称の変更、 
   または、グループ配置の移動を行います。 
  ［操作方法］ 
    １）配置アイコンをクリックします           
     配置しているグループアイコンをクリックします。サブ 

メニューの削除・名称変更・移動が表示されます。 
    ２）「削除」「名称変更」または「移動」を選択します   
         アイコン配置の削除：［削除］ボタンをクリックすると、グループアイコンがフロア表示から 
                   削除され、グループリスト欄に戻ります。 
         グループ名称の変更：［名称変更］ボタンをクリックします。グループ名変更画面が表示され、 
                   設定したい名称に変更します。 
         アイコンの移動  ：［移動］ボタンをクリックします。そのアイコンが選択された状態になり 
                   ますので、移動したい場所にマウスポインタを移動し、クリックすると 
                   移動したい場所にアイコンが移動されます。  
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・ グループ名称は以下の文字数まで入力できます。 
   ショート名称：８文字   ロング名称：２０文字 

管理画面フロア表示でのグループアイコンには、ショート名称が表示されます。 
使用する文字（半角／全角）によっては８文字全て表示できない場合があります。 

・ グループアイコンをすべてフロアに配置していない状態で［ＯＫ］ボタンをクリックすると、 
注意表示をします。再度、グループ配置と名称設定を行ってください。 

・ G-50から収集したグループ名はそのまま使用できます。ただし、設定一度のみです。 
※配置されていないグループは次項目にて操作ブロック設定が行えません。操作ブロックが設定されて※配置されていないグループは次項目にて操作ブロック設定が行えません。操作ブロックが設定されて※配置されていないグループは次項目にて操作ブロック設定が行えません。操作ブロックが設定されて※配置されていないグループは次項目にて操作ブロック設定が行えません。操作ブロックが設定されて    
    されていないと、課されていないと、課されていないと、課されていないと、課金ブロックに設定できませんので、課金按分計算の対象とならないため金ブロックに設定できませんので、課金按分計算の対象とならないため金ブロックに設定できませんので、課金按分計算の対象とならないため金ブロックに設定できませんので、課金按分計算の対象とならないため    
    ご注意ください。ご注意ください。ご注意ください。ご注意ください。（配置されていなくても全館一括での運転操作は可能です。） 

お知らせ 
・画面上部の［選択解除］ボタンをクリックすると、選択したグループアイコンをリリースできます。 
・画面上部の［表示OFF］ボタンをクリックすると、グループリスト・ウィンドウが表示されなくなります。 
 また、［表示ＯＮ］ボタンをクリックすれば表示されます。 

フロア選択フロア選択フロア選択フロア選択 
ボタンボタンボタンボタン    

表示表示表示表示 OFF/ONOFF/ONOFF/ONOFF/ON  
ボタンボタンボタンボタン    

グループリストグループリストグループリストグループリスト    

グループアイコンの配置設定画面 
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    ８．７．７８．７．７８．７．７８．７．７    ブロック設定（ＳＴＥＰ６）ブロック設定（ＳＴＥＰ６）ブロック設定（ＳＴＥＰ６）ブロック設定（ＳＴＥＰ６）    
   操作用のブロックとしてグループ単位に設定することがで 
  きます。本（操作用）ブロックは電力按分課金にも使用され 
  ます。 
 
 グループのブロックを設定します。グループのブロックを設定します。グループのブロックを設定します。グループのブロックを設定します。    
  ［操作方法］ 
    １）フロアを▲／▼ボタンで選択します         
     ブロック設定画面にて、ブロックを設定したいフロアを 
    ▲／▼ボタンで選択します。 
    ２）グループアイコンをクリックします         
     ブロック設定したいグループアイコンをクリックして、 
    選択状態します。グループアイコンは複数以上を選択でき 

ます。グループアイコンをクリックする毎に選択／未選択 
が切り替わります。 
（選択されたアイコンは赤枠で表示されます。） 

    ３）［ブロック設定］ボタンをクリックします       
     ブロック設定するグループアイコンを選択した状態で、 
    ［ブロック設定］ボタンをクリックします。ブロック設 

定と名称の設定画面が表示されます。 
    ４）［新規］または［既存］を選択します         
     ブロック設定と名称の設定画面で、ブロックを新規設定 
    するか、あるいは、既に設定されたブロックに設定するか 

をオプションボタンで選択します。 
    ５）ブロック名を設定または選択します         
     ブロックが新規の場合は、ブロック名称を入力設定しま 

す。また、既存のブロックを使用する場合は、設定するブ 
ロック名をリストから選択します。 

    ６）［OK］ボタンをクリックします            
     ブロックを設定した後、［OK］ボタンをクリックします。 
    ブロック設定されたグループアイコンには、「ブロック**」 

が表示されます。（**：ブロックＮｏ．） 
    ７）上記１）～６）を繰り返します           
     各フロアのグループをすべてブロック設定します。 
    ８）設定完了後に、［完了］ボタンを選択します      
     ブロック設定を完了すると、［OK］ボタンをクリックし 

ます。 
※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画 
面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブロック設定を解除しますブロック設定を解除しますブロック設定を解除しますブロック設定を解除します。。。。    

    ブロック設定したグループをブロック解除します。 
  ［操作方法］ 
    １）グループアイコンを選択します           
     ブロック設定を解除したいグループアイコンをクリックして、選択状態にします。 
    ２）［解除］ボタンを選択します             
     ［解除］ボタンをクリックすると、選択されたグループのブロック設定が解除されます。グループアイ 

コンに表示している「ブロック**」は消えます。 
 
 

お知らせ 
・ ブロック名称は最大２０文字まで入力できます。 
・ ブロック設定は最大２００まで設定できます。 
・グループアイコンをすべてブロック設定していない状態で［完了］ボタンをクリックした場合は 
注意表示を表示します。本画面に戻って、再度ブロック設定を行ってください。 

・電力按分課金機能を有する場合は、すべてのグループをブロック設定していない場合、空調料金に 
反映されませんので、必ずブロック設定してください。 

ブロック設定と名称の設定画面 

ブロック設定の設定画面 

ブロック名称変更ボタンブロック名称変更ボタンブロック名称変更ボタンブロック名称変更ボタン    

ブロック解除ボタンブロック解除ボタンブロック解除ボタンブロック解除ボタン    

ブロック設定ボタンブロック設定ボタンブロック設定ボタンブロック設定ボタン    

グループアイコン選択／未選択状態表示 
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ブロック名称を変更します。ブロック名称を変更します。ブロック名称を変更します。ブロック名称を変更します。    

     設定したブロック名称を変更します。 
  ［操作方法］ 
    １）「ブロック名変更」ボタンをクリックします     
     ブロック設定画面にある［ブロック名変更］ボタンを 

クリックします。 
    ２）ブロックを選択します               
     名称を変更したい既存ブロックをクリックします。上部 

のブロックと名前欄に選択したブロックのブロック名称が 
    表示されます。 
    ３）ブロック名称を変更します             
     変更したいブロック名称に変更します。引き続き、他の 
    変更したいブロック名称を変更します（２）～３））。 
    ４）変更完了後に、［OK］ボタンを選択します     
     名称変更したい全てのブロックのブロック名称変更を完了すると、［OK］ボタンをクリックします。 

変更したブロック名に反映されます。 
       OK     ：変更したブロック名が有効になります。 
       キャンセル：変更したブロック名は無効になり、前のブロック名のままです。 
 

お知らせ 
・ブロックに属しているグループが一つもなくなると、ブロック自体削除しても良いかの確認表示を 
表示します。ブロック自体削除しても良い場合は、［OK］ボタンを選択してください。 
削除しない場合は、［キャンセル］ボタンを選択してください。 

ブロック名称の変更画面 
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８．８８．８８．８８．８    課金システム設定課金システム設定課金システム設定課金システム設定    
   本統合ソフト（ＴＧ－２０００）システムの電力按分課金機能のシステム情報を設定します。本設定を 

行わないと正常に電力按分課金機能が動作しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．８．１８．８．１８．８．１８．８．１        設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約設定手順と制約    

      本統合ソフト（ＴＧ－２０００）システムにて、空調料金を算出するための課金諸情報の設定を行います。 
    
課金システムを設定します。課金システムを設定します。課金システムを設定します。課金システムを設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）［課金システム設定］ボタンを選択します       
     初期画面からシステム設定グループの［課金システム設定］ 

ボタンをクリックします。課金システム設定の準備画面が 
表示されます。 

    ２）表示内容を確認後、［OK］ボタンを選択します     
     警告表示の内容を確認し、問題なければ、［OK］ボタン 

をクリックして、設定に進みます。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
        設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
    課金システム設定は、以下の順番で実施します。 
          ＳＴＥＰ１   按分モードの設定 
          ＳＴＥＰ２   室外機－電力量計対応の設定 
          ＳＴＥＰ３   室外機設定 
          ＳＴＥＰ４   室内機－電力量計対応の設定 
          ＳＴＥＰ５   室内機設定 
          ＳＴＥＰ６   課金用ブロック設定 
          ＳＴＥＰ７   通貨単位設定 
          ＳＴＥＰ８   料金設定 
          ＳＴＥＰ９   基本料金設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 

課金システム設定の準備画面 

お願い（注意） 
・設定内容を変更する場合は、前日までの精算（全期日指定）を先に実施し、印刷あるいは手元に 
結果を残してから、変更してください。精算を実施しない場合は課金按分が正常に計算できません。 
当月の精算は ａ）＋ｂ）になります。 

     ａ）精算日翌日～前日→全期日指定精算 
     ｂ）当日～次の精算日→全期日指定精算 
また、変更した日は正常に計算できないケースがあります。 

  ※全期日指定精算についての詳細は管理編「9.3空調料金出力」を参照ください。 

お知らせ 
・［ＯＫ］［完了］ボタンは、その設定内容を反映させます。 
・［キャンセル］ボタンはその画面の設定変更内容を無効として、課金システム設定を終了します。 
・［戻る］ボタンは、その画面の変更内容を無効として、一つ前の設定画面に戻ります。 
・選択された課金方法により、設定不要なステップは表示されません。 
・数字・文字入力の項目は、右クリックによりコピーやペーストが可能です。 
・本統合ソフト TG-2000（Ver1.00）は「電力量計接続なし」の電力按分課金（電力量手入力）機能しか 
使用できません。下記のステップは表示されずにスキップ致します。 

ＳＴＥＰ２   室外機－電力量計対応の設定 
ＳＴＥＰ３   室外機設定 
ＳＴＥＰ４   室内機－電力量計対応の設定 
ＳＴＥＰ７   通貨単位設定 
ＳＴＥＰ９  基本料金設定 
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８．８．２８．８．２８．８．２８．８．２        按分モードの設定（按分モードの設定（按分モードの設定（按分モードの設定（STEP1STEP1STEP1STEP1））））    
      本電力按分課金機能の按分計算に使用する基準データを選択 

します。 
    
按分モ－ドや按分基準データを選択します。按分モ－ドや按分基準データを選択します。按分モ－ドや按分基準データを選択します。按分モ－ドや按分基準データを選択します。 

  ［操作方法］ 
    １）按分モードを選択します              
     選択する按分モードのオプションボタンをクリックしま 

す。 
    ２）選択後に、［OK］ボタンを選択します         
     設定を完了すると、本設定画面の［ＯＫ］ボタンを 
        クリックします。 

※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面 
の設定を中止し、初期画面に戻ります。           

 
      按分基準データ按分基準データ按分基準データ按分基準データ    
            室外機は、運転電力量と待機電力量（クランクケースヒータ分）の２つに分けられます。室外機の運転 

電力量を室内機の運転の基準データを元に按分します。 
           電力按分課金（電力量手入力）機能では、室内機の運転量（基準データ）を基に計算します。 
                基準データ１：能力セーブ量（使用能力量）   …（デフォルト設定）  
                基準データ２：サーモＯＮ時間（使用時間） 
 
      
 
 
 
 
８．８．３８．８．３８．８．３８．８．３        室内機設定（室内機設定（室内機設定（室内機設定（STEP5STEP5STEP5STEP5））））    

      Ｇ－５０に接続される全ての室内機にパラメータを設定します。 
    
室内機の運転容量、ＦＡＮ容量と補助ヒータ容量を設定します。室内機の運転容量、ＦＡＮ容量と補助ヒータ容量を設定します。室内機の運転容量、ＦＡＮ容量と補助ヒータ容量を設定します。室内機の運転容量、ＦＡＮ容量と補助ヒータ容量を設定します。 

  ［操作方法］ 
    １）Ｇ－５０ ＮＯ．欄の▲／▼ボタンを選択します    
     容量を設定する室内機が接続されたＧ－５０番号を 

▲／▼ボタンで選択します。 
２）容量とＦＡＮ容量と補助ヒータ容量を設定します    

     室内機の運転容量とＦＡＮ容量及び補助ヒータ容量を 
「容量」「ＦＡＮ容量」「補助ヒータ容量」欄をクリックし 
て入力します。室内機の運転容量は「冷房能力容量」を 
設定します。 
※「８．７．２ 形名設定」にて設定した形名がデータ 
ベースに存在する室内機は、各容量値を自動的に表示 
しますので、値を確認します。 

    ３）全室内機を設定した後、［ＯＫ］ボタンを選択します  
          全室内機の容量設定を完了すると、［ＯＫ］ボタンをク 

リックします。 
※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面 
の設定を中止し、初期画面に戻ります。           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・全ての室内機の各容量欄は設定必須項目として水色表示しています。運転容量とＦＡＮ容量及び 
補助ヒータ容量を入力してください。 
補助ヒータが接続されていない室内機は補助ヒータ容量の設定は必要ありません。 
また、ＫＩＣ，ＬＣは、各容量を入力しなくても構いません 

 「８．７．２ 形名設定」にて形名を設定した室内機の形名が内部データに該当している場合、その容量が自
動表示されます。その値を確認して、必要に応じて修正ください。 

・室内機の各容量は、機種形名により異なりますので、データブック、カタログ等を参照ください。 
・本設定が必要なユニットにて、一台でも設定しないユニットが存在した場合、注意表示します。設定内容を 
確認して、再設定してください。 

・電力按分課金対象の全室内機に各容量が設定していないと、正しく按分計算できませんので注意ください。 

お知らせ 
・電力按分課金（電力量手入力）機能は「按分基準データ」の選択しかできません。 
・能力セーブ量とは、３つの区分で使用能力を分けて運転量を積算したものです。 
・按分モードの選択は、そのシステムに適したものを設定してください。 

室内機の設定画面 

按分モードの設定画面 

室内室内室内室内機容量設定欄機容量設定欄機容量設定欄機容量設定欄    

Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択Ｇ－５０選択    
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８．８．４８．８．４８．８．４８．８．４        課金用ブロック設定（課金用ブロック設定（課金用ブロック設定（課金用ブロック設定（STEP6STEP6STEP6STEP6））））    
      操作用ブロックを使用して、課金用ブロックを設定します。 
    この課金用ブロック毎に電力按分課金の空調料金比率を算出します。 
 
課金用ブロックを設定する。課金用ブロックを設定する。課金用ブロックを設定する。課金用ブロックを設定する。 

  ［操作方法］ 
    １）課金用ブロック設定方法を選択します         
     「操作用ブロックと同じ」または「別途設定する」の方法 
        をオプションボタンで選択します。 

操作用ブロックと同じにする場合は、「操作用ブロックと 
同じ」を選択されていることを確認し、６）に進みます。 

            操作用ブロックと同じ：課金用ブロックを操作用 
                                  ブロックと同じにする。 
            別途設定する        ：課金用ブロックを別途設定する 

    
別途設定の「設定方法」別途設定の「設定方法」別途設定の「設定方法」別途設定の「設定方法」    
 「別途設定する」を選択すると、操作用ブロックと同じ 
内容が課金用ブロックとして表示されます。 
２）課金用ブロックを選択します             
 設定したい課金用ブロックを課金ブロック欄から選択しま 
す。選択された課金ブロックはセルが青色になります。 
３）課金ブロック名称入力します             

     課金ブロック名欄に課金ブロックの名称を入力します。 
    ４）操作用ブロックを選択します             
          操作用ブロック（操作用ブロック No.・名称）欄から課金ブロックとして設定したい操作用ブロックをク

リックして、選択状態にします。 
      ※未設定操作ブロックがないと表示されません。選択したい操作用ブロックを未設定状態に「課金用 

ブロックを削除します」の方法で実施します。 
    ５）対象ブロック欄に移動します             
          選択したブロックを課金用対象ブロック欄にクリックします。その操作ブロックがその課金用ブロックに 

登録されます。 
    ６）全ての設定を完了した後、［OK］ボタンを選択します   
          全課金用ブロックの設定を完了すると、［OK］ボタンをクリックします。 

※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の設定を中止し、初期画面に戻ります。           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課金用ブロックを削除します。課金用ブロックを削除します。課金用ブロックを削除します。課金用ブロックを削除します。 

      課金用ブロックを削除し、設定されていた操作ブロックを未設 
定状態に解除します。 

  ［操作方法］ 
    １）課金用ブロックを選択します             
     設定解除したいブロックをクリックします。すると、その 

 ブロックが選択されます。（青色表示） 
    ２）［ブロック削除］ボタンをクリックします        
     ［ブロック削除］ボタンをクリックすると、その課金用 

ブロックが削除され、設定されていた操作用ブロックは「操 
作用ブロック No.・名称」欄に戻ります。 

 
 課金用ブロックから操作用ブロックを設定解除します。課金用ブロックから操作用ブロックを設定解除します。課金用ブロックから操作用ブロックを設定解除します。課金用ブロックから操作用ブロックを設定解除します。 
   ある操作用ブロックを課金用ブロックから設定解除します。 
  ［操作方法］ 
    １）対象の課金ブロックを選択します           
     設定解除したい操作用ブロックが設定している課金ブロ 
 

お知らせ 
・ブロック名称は、最大２０文字まで設定できます。 
・課金用ブロック設定は最大２００まで設定可能であり、課金用ブロックは操作用ブロックから構成されます。
・空調料金の精算は課金用ブロック単位で行います。 
・課金用ブロックに設定していない操作用ブロックが存在した場合、注意表示します。設定内容を確認して、 
再設定してください。 

課金用ブロックの設定 

課金用ブロックの設定 

課金用ブロック設定方課金用ブロック設定方課金用ブロック設定方課金用ブロック設定方

操作用ブロッ操作用ブロッ操作用ブロッ操作用ブロッ

課金ブロック課金ブロック課金ブロック課金ブロック    

課金ブロック名課金ブロック名課金ブロック名課金ブロック名    

対象ブロック対象ブロック対象ブロック対象ブロック    

ブロック追加ボタンブロック追加ボタンブロック追加ボタンブロック追加ボタン    

ブロック削除ボタンブロック削除ボタンブロック削除ボタンブロック削除ボタン    
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ックをクリックします。選択された課金ブロックは青色表 
    示します。 
    ２）対象ブロックを選択します             
     「ブロック対象」欄にある解除したい操作用ブロックをクリックします。その操作ブロックは、設定解除 

され「操作用ブロック No.：名称」欄に移動されます。 
 
課金用ブロックを追加します。課金用ブロックを追加します。課金用ブロックを追加します。課金用ブロックを追加します。 

   新しい課金用ブロックを追加します。 
  ［操作方法］ 
    １）［ブロック追加］ボタンを選択します         
     課金用ブロックを追加する場合は、［ブロック追加］ボタンをクリックします。すると、存在しない最小の 

ブロック No.として、課金ブロックが追加されます。 
      ※課金用ブロック名や設定などは、前述の「課金用ブロック設定します」を参照ください。 
 
 
８．８．５８．８．５８．８．５８．８．５        料金設定（料金設定（料金設定（料金設定（STEP8STEP8STEP8STEP8））））    

      料金単価を設定します。料金体系は８つ、昼間／夜間、週末、 
季節料金等を設定できます。 

    
料金単価を設定します。料金単価を設定します。料金単価を設定します。料金単価を設定します。 

  ［操作方法］ 
１）使用する料金体系を選択します            

          使用したい料金体系にオプションボタンをクリックして 
        設定します。 

２）料金単価、適用日時あるいは、適用曜日を選択します  
          料金単価、適用時間、適用月日、あるいは適用曜日を 
        設定する料金体系に応じて設定します。設定には、キーボー 

ドからの入力もできます。 
   ３）設定完了後に、［完了］ボタンを選択します       

          料金設定を完了すると、［完了］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画面の 

設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・設定必要な項目に未設定箇所が存在する場合、注意表示します。再度、設定し直してください。 
・管理画面でも料金設定を実施できます。 
・時間内（昼間）は日をまたいでの設定はできません。また、時間内（昼間）は日に一回まで設定できます。 
・電力按分課金（電力量手入力）機能（※）でも、本画面で設定された料金単価を利用して空調料金の「料金 
比率」を算出します。必ず料金設定を実施してください。 

   ※：電力量計接続なしの電力按分課金機能です。 

料金設定の画面 
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８．９８．９８．９８．９    時刻設定時刻設定時刻設定時刻設定    
   時刻設定の機能には、「日付・時刻設定」と「時刻モニタ」の２種類の機能があります。 

機能 内容 

日付・時刻設定 ＰＣ（パソコン）と接続される全てのＧ－５０の時刻・日付をＰＣの時刻・日付設定
と同時に設定する機能です。 

時刻モニタ 本システムの時刻の基準機（Ｇ－５０Ｎｏ．１）と残り全てのＧ－５０およびＰＣと
の時刻の誤差を確認する機能です。 

※ＰＣとは本統合ソフト（ＴＧ－２０００）が動作するＰＣ（パソコン）です。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日付・時刻を設定します。日付・時刻を設定します。日付・時刻を設定します。日付・時刻を設定します。    
  ［操作方法］ 
    １）［時刻設定］ボタンを選択します          
     初期画面のシステム設定グループにある［時刻設定］ 

ボタンをクリックします。 
    ２）［日付・時刻設定］ボタンを選択します       
     時刻設定機能選択画面から［日付・時刻設定］のチェ 

ックボックスをクリックします。 
    ３）変更したい部分を選択します            
     変更する「年」「月」「日」「時」「分」「秒」をマウス 

ポインタでクリックします。 
     ４）▲／▼ボタンを選択します             
     変更する部分の数字を▲／▼ボタンにて変更します。 

また、数字入力による変更もできます。 
５）設定・変更の完了後に、［OK］ボタンを選択します  

     変更したい項目を全て完了すると、［OK］ボタンを 
    クリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画 

面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜本機能使用時の注意事項＞＜本機能使用時の注意事項＞＜本機能使用時の注意事項＞＜本機能使用時の注意事項＞    
本システムではＧ－５０本体がそれぞれ接続された室内機より空調機運転データを収集し、そのデータを 
元に本統合ソフト（ＴＧ－２０００）が設定された容量と料金単価を使用して空調料金を算出しています。 
そのためＧ－５０本体と統合ソフト（ＴＧ－２０００）が動作するＰＣに時刻の差が存在すると計算結果が 
正しく算出できません。 
そこで統合ソフトとＧ－５０の間で時刻合わせを毎日実施し、各機器間の時刻誤差を修正しています。 
（時刻合わせの基準はＧ－５０Ｎｏ．０１です） 
上記の理由により基本的に本システムでは初期設定時を除いて手動で時刻合わせを行う必要はありません。 
課金機能を使用している場合は不必要な時刻合わせは実施しないでください。 

時刻設定選択画面 

時刻設定の画面 

お知らせ 
・［日付・時刻設定］ボタンをクリックした時、下図 
警告メセージが表示されます。 
ＯＫ   ：日付・時刻設定画面が表示されます。 
キャンセル：日付・時刻設定を表示させずに 

       システム設定画面に戻ります。 

時刻設定警告画面 



44 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時刻をモニタします時刻をモニタします時刻をモニタします時刻をモニタします 

   ＰＣおよび接続されたＧ－５０の年月日・時刻をモニタ 
します。 

  ［操作方法］ 
    １）［時刻設定］ボタンを選択します          
     初期画面のシステム設定グループにある［時刻設定］ 

ボタンをクリックします。 
    ２）［時刻モニタ］を選択します            
     時刻設定機能選択画面から［時刻モニタ］ボタンを 
    クリックします。 
    ３）［モニタ更新］を選択します            
     時刻モニタ画面にて、「モニタ更新」ボタンをクリック 

します。クリックすると本統合ソフト（ＴＧ－２０００） 
が動作するＰＣ（パソコン）と接続される全てのＧ－５０ 
の日付時刻および基準機との誤差が表示されます。 
 ※モニタタイミングにより数秒の誤差があります。 

    ４）［OK］ボタンを選択します             
     時刻の確認を完了すると、［OK］ボタンをクリック 

します。初期画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・電力按分課金機能を有する場合、下記の時間帯からの時刻変更や、下記の時間帯への時刻変更を避けること
をお勧めします。 

時間帯  ０８：００～０９：００ 
・一ヶ月に一度は時刻の確認と修正を実施することをお勧めします。 
・日付の「年」「月」「日」の表示順番はＯＳの設定によります。 
・運用開始後に日付を越えて、時刻を戻すと、空調料金の計算が正しく行われませんので、注意ください。 
 

お願い 
・統合ソフト（TG-2000）のプログラム動作中は、本時刻設定で年月日や時刻を変更してください。なお、 
統合ソフト（TG-2000）のプログラム動作時、Windowsの 時刻設定での変更はしないでください。 

時刻モニタの画面（モニタ更新後） 

ＰＣの日付・時刻表示ＰＣの日付・時刻表示ＰＣの日付・時刻表示ＰＣの日付・時刻表示  

Ｇ－５０の日付・時刻表示Ｇ－５０の日付・時刻表示Ｇ－５０の日付・時刻表示Ｇ－５０の日付・時刻表示  

基準機（基準機（基準機（基準機（GGGG----50 No.150 No.150 No.150 No.1）との）との）との）との    
誤差誤差誤差誤差    

モニタ更新ボタンモニタ更新ボタンモニタ更新ボタンモニタ更新ボタン    

時刻モニタ画面（モニタ前） 
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    ８．１８．１８．１８．１００００    パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更    
   システム管理者パスワード、メンテナンスユーザパスワードを変更することができます。 
 
パスワードの変更をします。パスワードの変更をします。パスワードの変更をします。パスワードの変更をします。 

  ［操作方法］ 
    １）［パスワードの変更］ボタンをクリックします   
     初期画面のユーザー設定グループにある［パスワー 

ド変更］ボタンをクリックします。パスワード変更設 
定画面が表示されます。 

    ２）変更したい対象を選択します           
     変更したい対象をクリックして選択します。 
      （パスワードの種類） 
         ・システム管理者（初期設定用） 
         ・メンテナンスユーザー 
    ３）新パスワードにパスワードを入力します     
     新パスワードにパスワードを設定してください。 
    ４）確認用にパスワードを入力します        
     ２）項で新パスワードを設定した場合、確認用に同じ 
     パスワードを設定します。 
    ５）設定完了後に、［OK］ボタンを選択します    
     パスワードの変更後に、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本画 

面の設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パスワード変更設定画面 

お願い 
・変更後のパスワードは必ず憶えておいてください。パスワードを忘れると、初期画面に遷移することがで 
きなくなります。 

 
お知らせ 
・システム管理者（初期設定用）パスワードで初期画面に入っている場合は、本パスワード変更画面で 
「システム管理者」「メンテナンスユーザー」のパスワードを変更することができます。 
・メンテナンスユーザーパスワードで初期画面に入っている場合は、本パスワード変更画面で「メンテナンス 
ユーザー」のパスワードのみを変更することができます。 
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９．１９．１９．１９．１    空調料金の計算結果空調料金の計算結果空調料金の計算結果空調料金の計算結果    
     電力按分課金計算機能で求めた空調料金は、室内機の運転量データを基に行っています。何らかの原因に 

よりデータ収集ができないケースなどが発生した場合、イレギュラー処理を行っています。このイレギュラ
ー処理の内容によっては、「課金データの保守」が必要になります。 

     想定されるケースは下表に示します。 
 

表：想定ケースと復旧方法 

想定ケース 空調料金画面 課金データの状態 修復要否／方法 

パソコンの故障 赤文字（異常） 

Ｇ－５０通信異常 赤文字（異常） 

翌日に繰り越して復旧した日に按分
します。 
（複数日以上まとめて按分します） 

修復は不要です。 
※１ 

Ｇ－５０本体の故障 黒文字（正常） 按分されているが、データは正しく
ない状態です。 
（期間：異常当日～復旧日） 

課金データの保守 

システム情報設定ミス 
 

黒文字（正常） 設定された情報を基に按分します。 課金データの保守 

     ※１：精算日を跨るような長期間の繰り越しを発生した場合は、「課金データの保守」画面で修正すること 
を推奨します。但し、繰り越し精算が発生しても、翌日分で回収することができるような契約をテナ
ント側と交わしている場合は不要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    修復方法の概要を説明します。 

 概要 用途 

課金データの保守 
 
 →９．２章参照 

修正したい按分パラメータのデータを１日
毎の各室内機単位で変更します。全ての変更
完了後に再計算を行い、電力按分課金計算し
て、空調料金を算出します。 

・繰り越しまとめ按分値の発生 
・Ｇ－５０の故障 
・パソコンのダウン 
等の現象が発生し、算出された按分パラ
メータを修正・変更したいときに使用し
ます。 

 
 
 

お知らせ 
・想定ケースが複数重なった場合は、総合的に判断してください。 
・按分の繰り越しが精算日を跨った場合、繰り越し分は翌月に加算されます。もし、当月分と翌月分とを 
 分けたい場合、「課金データの保守」の画面にて繰り越しまとめの按分パラメータを当月と翌月の日数で 
分けてください。 

・課金データの状態は、発生するケースによりイレギュラー処理します。 

９．課金データの修正方法９．課金データの修正方法９．課金データの修正方法９．課金データの修正方法    
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９．２９．２９．２９．２    課金データの保守課金データの保守課金データの保守課金データの保守    
ユニット按分値データである按分パラメータを日単位で変更・修正することができます。 

 
    ９．２．１９．２．１９．２．１９．２．１    課金データの保守の準備課金データの保守の準備課金データの保守の準備課金データの保守の準備    
   課金データの保守を行うために、下記の項目を準備します。 
    （１）保守する対象及び日付の確認 
         故障等による按分パラメータを修正したい対象室内機、および対象日付を確認します。 
        故障の復旧日や課金データの表示色（正常、異常、メンテナンス）、システム構成等を参照して 

確認を行います。 
 
    （２）参考データの準備 
         正常時の按分データや室内ユニットの FAN運転量、能力セーブ率量、能力等の必要なデータ 

を準備します。 
※FAN運転量、能力セーブ率量および室内機の運転容量、FAN容量、補助ヒータ容量は 
「課金データの保守」画面に表示されます。 

 
    （３）修正課金データ値の検討 
        上記（１）と（２）より、保守する対象室内機・期間（日付）と課金データの修正値を検討します。 
 
     上記の事前準備を終えてから、課金データの保守を実施してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９．２．２９．２．２９．２．２９．２．２        保守方法と制約保守方法と制約保守方法と制約保守方法と制約    

課金データの保守画面を表示します。 
 
保守画面を表示します。保守画面を表示します。保守画面を表示します。保守画面を表示します。 

  ［操作方法］ 
    １）［課金データの保守］ボタンを選択します       
     初期画面のメンテナンスグループにある［課金データの 

保守］ボタンをクリックします。課金データの保守画面が 
表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      室外機分按分パラメータ室外機分按分パラメータ室外機分按分パラメータ室外機分按分パラメータ： 選択した按分基準データと室内機の能力等を用いて、該当の室内機が室外

機使用（冷熱）分として算出した按分パラメータです。 
      室内機分按分パラメータ室内機分按分パラメータ室内機分按分パラメータ室内機分按分パラメータ： 室内機のＦＡＮ運転時間やＦＡＮ容量等を用いて、該当の室内機が自身の

室内機使用（動力および補助暖房）分として算出した按分パラメータです。 
 
 
 
 

お知らせ 
・画面でメンテナンスできる項目は、室内機の按分パラメ
ータです。室外機分と室内機分を別々にメンテナンスで
きます。 

・課金データを保守できる期間は、当日を除いた９２日分
です。 

お知らせ 
・課金データの結果（正常、異常、メンテナンス）は、「９．２．３室内機データのメンテナンス」 
を参照ください。 

・課金データの保守を終えて、再計算を実施すると、その内容が空調料金に反映します。 

課金データの保守画面 
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９．２．３９．２．３９．２．３９．２．３        按分パラメータのメンテナンス按分パラメータのメンテナンス按分パラメータのメンテナンス按分パラメータのメンテナンス    
室内機単位の按分パラメータを変更できます。能力セーブ量、 

サーモＯＮ時間、FAN運転時間、および、補助ヒータ運転時間 
を時間内・時間外別に表示します。 

    
室内機按分パラメータを修正します。室内機按分パラメータを修正します。室内機按分パラメータを修正します。室内機按分パラメータを修正します。 

  ［操作方法］ 
    １）選択方法を選択します                
     課金データの保守画面の左上にある［Ｇ－５０から選択］ 

または［課金ブロックから選択］のチェックボックスを 
クリックして選択方法を選択します。 
 
２－１）Ｇ－５０から選択します             
 １）項に記載の要領で［Ｇ－５０から選択］ボタンを選択 
し、「Ｇ－５０Ｎｏ．」選択ボックスの▼マークをクリックし 
て表示したいＧ－５０Ｎｏ．を選択します。選択すると、そ 
のＧ－５０に接続している室内機がユニット選択欄に表示さ 
れます。 
２－２）課金ブロックから選択します           
 １）項に記載の要領で［課金ブロックから選択］を選択 
し、「課金ブロック選択」ボックスの▼マークをクリックし 
て表示したい課金ブロックを選択します。選択すると、その 
課金ブロックに設定しているグループがユニット選択欄に表 
示されます。 
表示したい室内機が設定されているグループをクリックし 

て選択します。選択すると、そのグループに設定されている 
室内機がユニット選択欄に表示されます。 

    ３）室内機アイコンを選択します             
     表示または、修正したい室内機アイコンをクリックします。 

すると、「ユニット按分データのメンテナンス」画面が表示 
されます。 
４）按分パラメータを選択します             

     ユニットの変更したい按分パラメータ（時間内・外別） 
        および（室外機分・室内機分）のセルを選択します。 
    カーソルがその選択したセルに移動します。 
    ５）データを修正入力します               
          ユニットの日単位（時間別）の按分パラメータ値を修正入 

力します。 
 
＜＜＜＜修正方法＞修正方法＞修正方法＞修正方法＞    
変更したい按分パラメータのセルをクリックします。 

    クリックしてセルが選択されると、そのセルに▲／▼ボタン 
が表示されます。▲／▼ボタンをクリックしてデータを修正 
します（キーボードから直接数値入力することができます）。 
修正したデータによるブロックの空調料金の計算結果を、 

全ての日付のデータ修正が終わった時点、または、途中でも 
画面下部の［修正計算］ボタンをクリックすると、修正前の 
合計按分パラメータと一緒に表示されます。データ修正の 
目安として使用することができます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

課金データの保守画面（Ｇ－５０から選択） 

課金データの保守画面（課金ブロックから選択） 

課金データの保守画面（室内機アイコン表示） 

＜注意＞ 
・［修正計算］ボタンにより計算された値は仮計算です。空調料金に反映するには全ての室内機の 
データを修正後、空調料金画面より再計算を実施してください。 

選択ボタン選択ボタン選択ボタン選択ボタン    GGGG----50 No.50 No.50 No.50 No.選択ﾎﾞｯｸｽ選択ﾎﾞｯｸｽ選択ﾎﾞｯｸｽ選択ﾎﾞｯｸｽ    

課金ﾌﾞﾛｯｸ選択課金ﾌﾞﾛｯｸ選択課金ﾌﾞﾛｯｸ選択課金ﾌﾞﾛｯｸ選択    グループ選択グループ選択グループ選択グループ選択    

室内機アイコン室内機アイコン室内機アイコン室内機アイコン    
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    ６）１）項～５）項を繰り返し、全ての室内機を修正します 
          修正したい按分パラメータ値を、１）項～５）項の方法を用いて修正します。 
        ７）修正を完了すると、［OK］ボタンを選択します     
          室内機の按分パラメータ値のメンテナンスを完了すると、［OK］ボタンをクリックします。 
       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本設定を中止し、初期画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＜メンテナンス例＞＜メンテナンス例＞＜メンテナンス例＞＜メンテナンス例＞    
    Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）    
      １）故障期間の按分パラメータを『０』に修正します。修正すると、値が青色になります。 

※復旧当日分も含む。 
      ２）故障期間の修正方法を下記案から選択し、修正します。 
          案①：故障前一週間の平均値使用 

→故障前の一週間の平均値を１日分の按分パラメータとし、故障期間の日数を掛けた 
按分パラメータを計算し、復旧日付の按分パラメータとして入力します。 

          案②：正常期間のみ使用 
→故障した期間の全室内機分の按分パラメータを使用せずに、正常期間のみを使用し
ます。故障期間の全室内機分の按分パラメータを『０』に修正します。 

      ３）既に精算されている場合は、再計算を選択して、該当月分を再精算します。 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・ユニットの按分パラメータ値を修正した場合、再計算すると空調料金に反映されます。 
・前日が異常の場合、その当日のデータが正しくないケースがあります。（例えば、前日が異常の場合、翌日 
に繰り越し処理していることがあります。） 

・赤色表示の按分パラメータをメンテナンス色（青色）にして再計算することにより、空調料金の結果表示に 
 反映します。（ただし、空調料金の精算期間内にある全ての異常色（赤色）、データなし色（グレー色） 
および未按分色（緑色）をメンテナンスする必要があります。） 

室内機データの保守画面 

[ユニットデータの表示色]  
 黒色：正常 
 赤色：異常 
 青色：メンテナンス済み 

   緑色：未按分 
   グレー色：データなし 
 
[時間帯] 
時間内（昼間）：通常時間 
時間外（夜間）：オフ時間 

按分パラメータ按分パラメータ按分パラメータ按分パラメータ    

修正計算ボタン修正計算ボタン修正計算ボタン修正計算ボタン    

お知らせ 
・G-50交換当日分の課金データの保守は、G-50交換翌日以降に実施する必要があります。 
・G-50を交換した場合は、完全修正することはできませんので、故障時の特別修正を実施する必要 
があります。 
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９．３９．３９．３９．３    運転量データモニタ運転量データモニタ運転量データモニタ運転量データモニタ    
    運転量データモニタにより、各Ｇ－５０が保持している室内機の運転量データを読み出すことができます。 
 

＜機能説明＞＜機能説明＞＜機能説明＞＜機能説明＞    
    本システムでは毎日８：１５以降に電力按分課金計算のために、全てのＧ－５０から室内機運転量をモニタ

します。（室内機運転量：能力セーブ量，ＦＡＮ運転時間，サーモＯＮ時間，補助ヒータ運転時間） 
    そのため、ＰＣ（本統合ソフト（ＴＧ－２０００）が動作しているパソコン）の電源ＯＦＦや故障、または、 

 Ｇ－５０とのＬＡＮ回線断やＨＵＢの故障などによりモニタできなかった場合、正常に按分計算が実施され 
ません。（ただし、復旧後（翌日など）繰越し計算が行われるため、計算結果は正ですが、精算結果は異常 
（赤色）表示します。） 
上記の理由により９．２章で説明しました「課金データの保守」を利用して、按分パラメータ値のメンテ 

ナンスを実施される場合に、目安となる運転量データ（モニタできなかった）を日付指定してモニタするのが
「運転量データモニタ」機能です。 

 
＜補足＞ Ｇ－５０は６２日前までのデータを日付付きで保持しています。 

 
     
 
 
 
 
 
 

 
運転量データをモニタします。運転量データをモニタします。運転量データをモニタします。運転量データをモニタします。 

  ［操作方法］ 
    １）「運転量データモニタ」アイコンを選択します    
     初期画面のメンテナンスグループにある［運転量デー 

タモニタ］ボタンをクリックします。運転量データモニ 
タ設定画面が表示されます。 

    ２）モニタする期間を設定します            
     Ｇ－５０が保持している運転量データをモニタする 
    期間を▲／▼ボタンをクリックして設定します。 
     ※数字はキーボードから直接手入力できます 
    ３）設定後に、［OK］ボタンを選択します        
     運転量データのモニタ期間を設定したら、［OK］ボタ 

ンをクリックします。運転量データモニタ確認画面を 
表示します。 

       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、本 
    モニタを中止し、運転量データモニタ設定画面 

に戻ります。 
    ４）モニタ開始を確認し、［OK］ボタンを選択します   
     運転量データモニタ確認画面にて、モニタする期間を 
    確認します。確認後に、［OK］ボタンをクリックすると 
    モニタ禁止時間に該当しないかを自動的に判断します。 

禁止時刻範囲でない場合は、「しばらくお待ちください」 
画面を表示し、運転量データモニタを開始します。 
モニタを完了すると、システム設定画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・運転量データのモニタは、対象日付の全室内機が対象となり、ＰＣ（本統合ソフト（ＴＧ－２０００）が
動作しているパソコン）のデータベースに上書きします。必要な日付だけをモニタしてください。 

 ・運転量データのモニタには、時間を要しますので、モニタ終了するまでしばらくお待ちください。 
 ・前日分のモニタは、９：００以降に実施してください。 
・運転量モニタを実施しても、電力課金按分計算の再計算には使用できません。９．２章の「課金データ 
の保守」の機能を使用してください。 

・本機能で運転量データを収集しても、「課金データの保守」画面には反映しません。課金パラメータの出力
には反映されます。 

＜ご注意＞ 
 運転量データモニタを実施しても下記理由により運転量がモニタできない場合があります。 

・Ｇ－５０の電源断（２４時間以上）によりデータ蓄積がない場合。 
   ・Ｇ－５０とＰＣの日付・時刻を２４時間以上進めたことによるデータ蓄積がない場合。 
   ・Ｇ－５０の故障により、Ｇ－５０を交換した場合。 

運転量データモニタ（設定）画面 

運転量データモニタ確認画面 
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９．４９．４９．４９．４    課金パラメータの出力課金パラメータの出力課金パラメータの出力課金パラメータの出力    
    課金パラメータである運転量データ（室内機の能力セーブ量積算値、FAN運転時間積算値、サーモ ON時 

間積算値および補助ヒータ運転時間）をファイルに出力する機能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
    課金パラメータである運転量データをファイル出力します。課金パラメータである運転量データをファイル出力します。課金パラメータである運転量データをファイル出力します。課金パラメータである運転量データをファイル出力します。    

［操作方法］ 
    １）「課金ﾊﾟﾗﾒｰﾀ出力」メニューを選択します     
     初期画面の［ツール］メニューにある［課金パラメー 

タ出力］を選択します。課金パラメータ出力画面が表示 
されます。 

     ※管理画面では本メニューを選択できません。 
    ２）Ｇ－５０を選択します              
     Ｇ－５０選択の▼ボタンをクリックすると接続され 

ているＧ－５０が表示されます。出力したいＧ－５０ 
を選択します。 

    ３）出力期間を設定します              
     出力したい期間を▲／▼ボタンで年月日を設定し 

ます。前日から１２２日前まで設定できます。 
  ※該当日付のデータ有無に関わらず、設定でき 

ます。 
    ４）ファイル出力先を設定します           
     ファイル出力先のフォルダとファイル名を設定し 

ます。[選択]ボタンをクリックすると任意のフォルダ 
を選択できます。 

 
 
 
 
 
    ５）設定完了後に、[OK]ボタンを選択します     

 出力フォルダとファイル名を設定した後、［OK］ボタンをクリックします。ファイルが保存され、終了 
すると、画面が閉じます。 

       ※［キャンセル］ボタンをクリックすると、出力せずに画面が閉じます。 
 
＜出力ファイルのデータ形式＞＜出力ファイルのデータ形式＞＜出力ファイルのデータ形式＞＜出力ファイルのデータ形式＞    

    出力形式は CSV形式となり、データは古い日付順に出力されます。 
    出力したファイルを EXCELにて取り込んだサンプルを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・統合ソフトの PCに保持している値をそのまま出力しています。データ加工方法等は別途お問い合わせ
ください。 
※能力セーブ量、FAN運転時間、サーモ ON時間および補助ヒータ運転時間の値は積算値であり、 
”999999”を越えると”000000”に戻ります。 

・Ｇ－５０単位でのファイル出力となります。 

お知らせ 
・ファイル出力先に存在しないフォルダを記述して[OK]ボタンをクリックすると、フォルダを新規作成 
 してファイルを保存します。 

お知らせ 
・時間内外の設定をしていない場
合、各積算値は時間内（昼）のみ
となり時間外（夜）の値は増加し
ません。 

・積算値が存在しない場合は、 
『－９９』または、空白になりま
す。 

課金パラメータ出力（設定）画面 

出力ファイルの Excel取込画面 

Ｇ－５０選択ボタンＧ－５０選択ボタンＧ－５０選択ボタンＧ－５０選択ボタン    

出力期間設定出力期間設定出力期間設定出力期間設定    

出力ファイル名設定出力ファイル名設定出力ファイル名設定出力ファイル名設定    
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（１）空調ユニットの異常コード（１）空調ユニットの異常コード（１）空調ユニットの異常コード（１）空調ユニットの異常コード    

空調ユニットの異常コードと意味を記載します。 
0110  機器異常1エラー 
0120  機器異常 2エラー 
0403  シリアル通信異常 
0900  試運転モード 
1000  冷媒系異常一括 
10*0  冷媒系異常 *系統一括 
11**  冷媒系温度異常 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ:** 
12**  冷媒系温度異常猶予 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ:** 
13**  冷媒系圧力異常 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ: ** 
14**  冷媒系圧力異常猶予 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ: ** 
1500  冷媒系 冷媒過充填 
1501  冷媒系 冷媒不足（／圧縮機シェル温度異常） 
1502  冷媒系 液バック 
1503  冷媒系 凍結保護 
1504  冷媒系 過昇保護 
1505  冷媒系 圧縮機真空運転保護／冷媒低温異常 
1506  冷媒系 冷媒ポンプ一括異常 
1559  均油回路不良  
1600  冷媒系 冷媒過充填異常猶予 
1601  冷媒系 冷媒量不足 
1605  冷媒系 真空運転保護猶予 
1607  冷媒系 CS回路閉塞異常猶予 
1608  冷媒系 制御弁不良異常猶予 
1659  冷媒系 均油回路不良異常猶予 
2000  水系異常一括（ポンプインターロック異常） 
20*0  水系異常 *系統一括 
21**  水系温度異常 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ:** 
22**  水系温度異常猶予 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ:** 
23**  水系圧力異常 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ: ** 
24**  水系圧力異常猶予 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ: ** 
2500  水系 漏水異常 
2501  水系 断水 
2502  水系 ドレンポンプ異常 
2503  水系 ドレンセンサ異常／フロートスイッチ作動 
2504  水系 液面レベル異常 
2505  水系 冷水電動弁異常 
2506  水系 温水電動弁異常 
2600  水系 漏水 
2601  水系 断水／加湿器断水 
2602  水系 ドレンポンプ異常 
2603  水系 ドレンセンサ異常 
2604  水系 液面レベル異常 
3152  空気系 インバーター制御箱内温度異常 
3252  空気系 インバーター制御箱内温度異常猶予 
3600  空気系 フィルター目詰まり 
3601  空気系 フィルターメインテナンス 
3602  空気系 ダンパ位置検出異常 
37**  空気系 異常猶予 部位共通ｵﾍﾟﾗﾝﾄﾞ: ** 
4000  電気系異常一括  
40*0  電気系異常 *系統一括 
4100  電気系 過電流遮断 
4101  電気系 過電流保護 
4102  電気系 欠相異常 
4103  電気系 逆相／欠相異常 

１０．異常コード一覧１０．異常コード一覧１０．異常コード一覧１０．異常コード一覧    
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4104  電気系 漏電 
4105  電気系 短絡 
4106  電気系 自電源 OFF／停電異常 
4107  電気系 過負荷 
4108  電気系 過負荷保護／OCR51C 
4109  電気系 OCR51F 
4110  電気系 高電圧部 
4111  電気系 母線電流 
4112  電気系 巻線過熱４９℃ 
4113  電気系 ヒーター過熱 
4114  電気系 ファンコントローラー異常 
4115  電気系 電源同期異常 
4116  電気系 モータ異常／回転数異常 
4121  電気系 高調波対策機器異常 
4158  電気系 過負荷保護／OCR５１C異常猶予 
4171  電気系 高調波対策機器異常猶予 
4200  ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常一括 
420*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常一括 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号:* 
4210  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流遮断異常一括 
421*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流遮断 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4220  ｲﾝﾊﾞｰﾀ母線電圧不足異常一括 
422*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ母線電圧不足 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4230  ｲﾝﾊﾞｰﾀ放熱サーモ異常一括 
423*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ放熱サーモ異常 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4240  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流（過負荷）保護異常一括 
424*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流保護異常 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4250  ｲﾝﾊﾞｰﾀ IPM／母線電圧異常一括 
425*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ IPM異常 * 
4260  ｲﾝﾊﾞｰﾀ冷却ファン異常 
426*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ冷却ファン異常 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4300  ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常猶予一括 
430*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常猶予一括 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4310  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流遮断異常猶予一括 
431*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流遮断異常猶予 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4320  ｲﾝﾊﾞｰﾀ母線電圧不足異常猶予一括  
432*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ母線電圧不足異常猶予 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4330  ｲﾝﾊﾞｰﾀ放熱サーモ異常猶予一括 
433*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ放熱サーモ異常猶予 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4340  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流保護異常猶予一括 
434*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電流保護異常猶予 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
4350  ｲﾝﾊﾞｰﾀ IPM異常猶予一括 
435*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ IPM異常猶予 * 
4360  ｲﾝﾊﾞｰﾀ冷却ファン異常猶予一括 
436*  ｲﾝﾊﾞｰﾀ冷却ファン異常猶予 ｲﾝﾊﾞｰﾀ番号: * 
5000  センサ故障一括 
50*0  センサ故障 * 系統一括 
51**  温度センサ故障 センサ番号: ** 
52**  圧力センサ故障  センサ番号: ** 
53**  電流センサ故障  センサ番号: ** 
54**  湿度センサ故障 センサ番号: ** 
55**  ガスセンサ故障 センサ番号: ** 
56**  風速センサ故障 センサ番号: ** 
57**  ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ故障 ｽｲｯﾁ番号: ** 
58**  センサ故障  センサ番号: ** 
59**  その他センサ故障  センサ番号: ** 
6000  システム異常一括 
6101  システム異常 不能 応答フレーム有り 
6102  アンサーバック無し 
6500  通信異常一括 
6600  通信異常 アドレス二重定義エラー 
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6601  通信異常 極性未設定エラー 
6602  通信異常 伝送ﾌﾟﾛｾｯｻ ハードウエアエラー 
6603  通信異常 伝送路 BUSYエラー 
6604  通信異常 ACK（06Ｈ）無し（通信回路異常） 
6605  通信異常 応答フレーム無し 
6606  通信異常 伝送ﾌﾟﾛｾｯｻとの通信異常 
6607  通信異常 ＡＣＫ無返送エラー 
6608  通信異常 応答フレーム無返送エラー 
6609  通信異常 
6610  通信異常 
6700  通信異常 Ｋ伝送異常一括 
6701  通信異常 Ｋ伝送エラー 
6702  通信異常 Ｋアドレス二重定義エラー 
6750  通信異常 Ｋ異常コード ＰＯ 
6751  Ｋ異常 吸い込みセンサ異常 
6752  Ｋ異常 配管センサ異常 凝縮温度検出センサ異常 
6753  Ｋ異常 送受信エラー 
6754  Ｋ異常 ドレンセンサ異常 フロートスイッチ作動 
6755  Ｋ異常 ドレンポンプ異常 
6756  Ｋ異常 凍結／過昇保護 
6757  Ｋ異常 システムエラー 
6758  Ｋ異常 室外機異常 室内外通信エラー 
6761  Ｋ異常 吸い込みセンサ異常 
6762  Ｋ異常 配管センサ異常 凝縮温度検出センサ異常 
6763  Ｋ異常 送受信エラー 
6764  Ｋ異常 ドレンセンサ異常 
6765  Ｋ異常 ドレンポンプ異常 
6766  Ｋ異常 凍結／過昇保護 
6767  Ｋ異常 室外機異常 室内外通信エラー 
6771  Ｋ異常 高圧圧力異常 低圧圧力異常 
6772  Ｋ異常 インナーサーモ作動 吐出温度異常 シェルサーモ作動 過電流保護 
6773  Ｋ異常 放熱板サーモ作動 
6774  Ｋ異常 室外サーミス異常 
6775  Ｋ異常 圧力センサ異常 室内外通信異常 
6776  Ｋ異常 過電流遮断 
6777  Ｋ異常 システムエラー 
6778  Ｋ異常 正常 
6779  Ｋ異常 冷媒過充填 電圧異常 ＣＴセンサ異常 
6800  通信異常 その他の通信異常一括 
6801  通信異常 Ｖ制御通信異常 
6810  通信異常 ＵＲ通信異常一括 
6811  通信異常 ＵR通信同期回復不能エラー 
6812  通信異常 ＵR通信ハードウエアエラー 
6813  通信異常 ＵR通信ｽﾃｰﾀｽﾋﾞｯﾄ検出エラー 
6820  その他の通信異常 
6821  その他の通信異常 伝送路 BUSY 
6822  その他の通信異常 通信 ACK無し 
6823  その他の通信異常 応答コマンド無し 
6824  その他の通信異常 受信データ誤り 
6830  通信異常 MA通信冷媒アドレス二重設定異常 
6831  通信異常 MA通信受信なし異常 
6832  通信異常 MA通信同期回復異常 
6833  通信異常 MA通信送受信 H／W異常 
6834  通信異常 MA通信スタートビット検出異常 
7000  システム異常一括 
7100  システム異常 合計能力エラー  
7101  システム異常 能力コードエラー 
7102  システム異常 接続ユニット台数オーバー 
7103  システム異常 配管長設定エラー 
7104  システム異常 階高設定エラー 
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7105  システム異常 アドレス設定エラー 
7106  システム異常 属性設定エラー 
7107  システム異常 分岐口設定エラー 
7108  システム異常 冷媒系設定エラー 
7109  システム異常 接続設定エラー 
7110  システム異常 冷媒系統接続／接続情報未設定エラー 
7111  システム異常 Ｉ／Ｏ接続機器未接続／リモコンセンサー異常 
7112  システム異常 Ｉ／Ｏ種別設定異常  
7113  システム異常 機器未設定 
7130  システム異常 組合せ異常 
7200  システム異常 数値未設定一括 
7201  システム異常 数値未設定 

 
 
 
 
 
 
 
（２）システムの異常コード（２）システムの異常コード（２）システムの異常コード（２）システムの異常コード    

下記に異常コードと意味を記載します。 
 

Ｇ－５０異常 
   0003  “故障” 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
・異常コードは全てのコードを記載しています。一部に本機のシステムでは表示されない異常コードも 
記載されています。    

お知らせ 
・マンマシン（統合ソフト）、Ｇ－５０の異常コードも数字４桁以内で表示しますが空調機の異常コードとは 
意味づけが異なっています。 
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１１．１１１．１１１．１１１．１    設定のチェックリスト設定のチェックリスト設定のチェックリスト設定のチェックリスト    
    運用したい機能内容に従って、設定項目のチェックを行ってください。 
     

 機能内容 

ケース１ グループをアドレスで管理します（平面図なし）。 

ケース２ グループ、ブロックを名前で管理します（平面図あり）。 

ケース３ 上記ケース２＋スケジュールを管理します。 

ケース４ 上記ケース３＋空調料金を管理します。 

 
  
    上記のケースにより、下記の項目をチェックする。 

設定項目 ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ 

ユーザー設定 ○ ○ ○ ○ 

ビル名設定 ○ ○ ○ ○ 

Ｇ－５０台数設定 ○ ○ ○ ○ G-50 
接続設定 Ｇ－５０ＩＰアドレス設定 ○ ○ ○ ○ 

ユニット構成設定 ○ ○ ○ ○ 

冷媒系設定 ○ ○ ○ ○ 

グループ設定 ○ ○ ○ ○ 

システム 
構成設定 

換気連動設定 ○ ○ ○ ○ 

形名設定 ○ ○ ○ ○ 

フロア数とフロア名の設定 ○ ○ ○ ○ 

平面図の作成  ○ ○ ○ 

フロアとＧ－５０の設定 ○ ○ ○ ○ 

グループアイコンの配置と名称設定 ○ ○ ○ ○ 

監視表示 
 設定 

ブロック設定  ○ ○ ○ 

時刻設定 ○ ○ ○ ○ 

パスワードの変更 ○ ○ ○ ○ 

スケジュール設定（年間／週間）   ○ ○ 

課金システム設定    ○ 

     

課金システム設定の初期設定と確認    ○ 

オプション 

     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

１１．設定のチェックリスト１１．設定のチェックリスト１１．設定のチェックリスト１１．設定のチェックリスト    

お知らせ 
 ・オプションの年間／週間スケジュールと電力按分課金の機能を使用するには、Ｇ－５０にライセンス 

番号を登録する必要があります。 
 ・パスワードの変更は必要に応じて実施してください。 
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１１．２１１．２１１．２１１．２    試運転チェック試運転チェック試運転チェック試運転チェック    
 
 
 
 
 
 
 
  試運転チェックシートについて試運転チェックシートについて試運転チェックシートについて試運転チェックシートについて    
    本書の現地調整編にて初期設定が完了したら、試運転チェックシートの試験手順に従って、以下の(1)～(4) 
   の項目を確認します。 
 
   (1)立ち上げ確認 
     ・初期画面の設定が終わりましたら、管理画面にします。 
     ・立ち上げ中の画面が表示されていることを確認します。 
     ・接続されている空調機の台数により異なりますが、１０～２０分程度で立ち上げを完了します。 
     ・各フロアの表示を確認し、異常が発生していないことを確認します。 
     ・異常発生時は、履歴画面で異常履歴を確認します。 
 
   (2)マンマシンからの発停（統合ソフト TG-2000からの発停） 
      ・マンマシンから空調機を運転します。 

・ 空調機が運転することを手元リモコン、集中コントローラＧ－５０、マンマシンの表示で確認します。 
      ・空調機の運転は、グループ、ブロック、フロア、全館の順番で行います。 
      ・マンマシンからの運転操作により、異なる空調機が運転した場合は以下の設定を確認します。 
         → グループアイコンの配置と名称設定（8.7.6章参照） 
         → グループ設定（8.6.5章参照） 
         → ブロック設定（8.7.7章参照） 
          
    (3)手元リモコン発停 
       ※手元リモコンが接続していない場合は実施しません。 
      ・手元リモコンから空調機を運転します。 
      ・空調機が運転することを集中コントローラＧ－５０、マンマシンで確認します。 
      ・マンマシンの表示はフロア画面、ブロック画面、全館画面で確認します。 
 
    (4) 集中コントローラＧ－５０発停 
      ・集中コントローラＧ－５０から空調機を運転します。 
      ・空調機が運転するとことを手元リモコン、マンマシンで確認します。 
      ・マンマシンの表示はフロア画面、ブロック画面、全館画面で確認します。 
 
   チェックシートを見やすく作成するために、１枚のチェックシートに対して、設置フロア一つ分、あるいは、 
  集中コントローラＧ－５０の１台分のユニットのみを記入します。 
 
 
 
 

お願い 
 ・試運転チェックを行う前に集中コントローラＧ－５０システムでの試運転チェックを完了させておい 

てください。また、空調機単体での試運転を完了させておいてください。 
 ・現地調整の内容に関しては、３章に記載していますので、参照ください。 
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試運転チェックシート                                （見開きの左ページ） 
 

管理機器名称 試運転手順と確認結果  

マンマシン発停 

 グループ単位 

マンマシン発停 

 ブロック単位 

 

 

フロア G-50 

IP ｱﾄﾞ

ﾚｽ 

ﾕﾆｯﾄ 

ｱﾄﾞﾚｽ 

ﾕﾆｯﾄ 

形名 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ｱﾄﾞﾚｽ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

名称 

ﾌﾞﾛｯｸ 

名称 

立上 

確認 

異常 

表示 
手元ﾘﾓ 

ｺﾝ表示 
G-50 

表示 

空調機 

状態 

手元ﾘﾓ 

ｺﾝ表示 
G-50 

表示 

空調機 

状態 

 

 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 M-M：マンマシン G-50：集中コントローラ 
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（見開き右ページ） 
 

 試運転手順と確認結果 
 マンマシン発停 

 フロア単位 
マンマシン発停 

 全館単位 

手元リモコン発停 集中コントローラG-50発停 

マンマシン表示 マンマシン表示  手元ﾘﾓ 

ｺﾝ表示 
G-50 

表示 

空調機 

状態 

手元ﾘﾓ 

ｺﾝ表示 
G-50 

表示 

空調機 

状態 フロア ﾌﾞﾛｯｸ 全館 

G-50 

表示 フロア ﾌﾞﾛｯｸ 全館 

手元ﾘﾓｺ

ﾝ表示 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 

実施日  担当者  
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１１．３１１．３１１．３１１．３    課金試運転チェック課金試運転チェック課金試運転チェック課金試運転チェック    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課金試運転フロー 

 実施項目 備考 

１日目 (1)マンマシンの課金設定内容確認 
 

※設定確認後、統合ソフト TG-2000 は動
作させたままとします。 

２日目 (2)空調機ランニング運転  

３日目 (3)電力按分課金計算結果確認 
(4)精算結果の確認 
(5)判定確認 
(6)実運用設定への変更 

※判定確認で OK の場合に(6)を実施しま
す。 

     マンマシン：統合ソフト TG-2000のパソコン 
 
 
  課金試運転チェックシートについて（電力按分課金（電力量手入力））課金試運転チェックシートについて（電力按分課金（電力量手入力））課金試運転チェックシートについて（電力按分課金（電力量手入力））課金試運転チェックシートについて（電力按分課金（電力量手入力））    
    試運転チェックが完了しましたら、課金試運転チェックを行います。 
    課金試運転チェックシートの試運転手順にしたがって、以下の(1)～(6)の項目を確認します。 
 
 
 
 
   (1)マンマシンの課金システム設定の内容確認 
      課金システム設定内容を課金試運転チェックシートに記入します。 
      電力按分課金を運用するためのデータの内容を確認します。 
        ・按分モード選択（8.8.2章参照） 
           → 使用する按分基準データを確認します。 
        ・料金設定（8.7.5章参照） 
           → 課金試運転チェック時には、時間設定を「時間内／外指定あり」として設定します。 
             （昼間／夜間設定あり、週末料金設定なし、季節料金設定なしの同一料金単価とする。） 
             使用単価は時間内と時間外とも「１０」を設定します。 
             時間内の時間帯は、空調機の試運転する時間が時間内と時間外の両方に跨るように設定 
             します。 
               例）     空調機の試運転期間 
 
                    時間外        時間内     時間外 
 
 
        ・精算日設定（管理編の 9.3章参照） 
           → 課金試運転チェック時には、翌日に設定します。 
        ・課金ブロック設定（8.8.4章参照） 
           → 運用する課金用ブロックに設定しているかを確認します。 
               ※課金用ブロックを設定するためには、（操作用）ブロック設定をする必要があ 

ります。（8.7.7章参照） 
      室内機ごとに、以下の内容を確認します。 
        ・同一冷媒系統の室外機アドレス（8.6.4章参照） 
        ・室内機の（能力）容量（8.8.3章参照） 
        ・室内機のファン容量（8.8.3章参照） 
        ・室内機の補助ヒータ容量（8.8.3章参照） 
 
 
 
 

お願い 
・ 課金試運転チェックは、少なくとも３日間かかります。 
（ただし、8:00以前に１日目の確認内容を実施し、0:00～8:00まで空調機が停止していれば、２日間 
 で実施することができます。） 

・ 課金試運転チェックは、引き渡しまでに余裕を持って実施してください。 
・ システム稼働中にシステム変更を実施した場合もチェックを実施してください。 

お願い 
 ・(5)の判定確認でＮＧの場合は、修正後、再度(1)から確認してください。 

お願い 
・ 各設定内容が合っていることを必ず確認してください。 
（設定値が合っていない場合は空調料金へ影響いたします。） 

11：00 13：00 

12：00 14：00 
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   (2)空調機ランニング運転 
      マンマシン（統合ソフト TG-2000）から全空調機を運転します。 
      全空調機が運転することを確認し、課金試運転チェックシートに記入します。 
 
 
 
 
 
 
   (3)電力按分課金計算結果確認 
      課金データの保守画面で、全室内機の前日分の按分パラメータ（時間内・時間外）、を確認して、課金試

運転チェックシートに記入します。 
 
 
 
 
 
 
 
   (4)精算結果の確認 
      課金試運転として、空調機ランニング運転した翌日に実施します（３日目）。空調料金の精算結果を印刷、

または、ファイル出力します。（精算は精算日の翌日 09：15以降に実施します。） 
 
   (5)判定確認 
      ブロックの按分パラメータに「０」の値は無いかを確認します。 
      「課金データの保守」機能にて、空調機ランニング運転した時間（分単位に変更する）と比べて、 

ＦＡＮ運転時間（使用パラメータ）の値がそれ以下であることを確認します。 
      下記の判断条件が全て満足している場合、ＯＫと判断します。 
          条件①：按分パラメータが「０」の値でないこと 
          条件②：室内機の FAN運転時間（使用パラメータ）の値が空調機ランニング運転した時間 
              （分単位）以下の値であること 
 
      判定確認で NGと判断した場合は、以下の内容を確認し修復します。 
            ・課金用ブロック設定（ブロック設定） 
            ・室内機設定（容量、ＦＡＮ容量、補助ヒータ容量） 

修復した後、再度課金試運転を実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
   (6)実運用設定への変更 
      課金試運転チェックを完了しましたら、現地で使用する運用設定に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
  チェックシートを見やすく作成するために、１枚のチェックシートに対して、設置フロア一つ分、あるいは、 
Ｇ－５０の１台分のユニットのみを記入します。 

    
 
 

お願い 
・ 統合ソフト TG-2000を起動した翌日に、必ず全空調機を２時間以上運転してください。 
（運転しないと、(5)判定確認で不合格となります） 

 ・空調機を運転した時間をメモしてください。 

お願い 
・ 空調機ランニング運転（課金試運転）をした翌日に実施します。 

   ただし、翌日の９：００以降に実施してください。 

お願い 
・ 課金試運転確認後、第１回目の精算日計算はプリントアウト結果を確認してください。 
・ システム変更時の場合は、変更日翌日及び変更日から１０日後または次回精算日計算結果の確認を 
行うことをお勧めします。 

お知らせ 
・課金試運転時には、下記の項目を試運転の値に設定しています。運用する値に変更してください。 
   料金設定、精算日設定 
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課金試運転チェックシート                             （見開き左ページ） 
［確認手順 →］ 

項目 按分モード選択 料金設定 精算日設定 室内機設定の内容 －  
ﾁｪｯｸ       

 

管理機器名称  
フロア G-50 

IP ｱﾄﾞ

ﾚｽ 

ﾕﾆｯﾄ 

ｱﾄﾞﾚｽ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ｱﾄﾞﾚｽ 

課金ﾌﾞﾛｯｸ 

名称 

室内機 

能力 

ﾌｧﾝ 

容量 

補助ﾋｰﾀ 

容量 

備考  

 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 
 



63 

（見開き右ページ） 
 

 － － 空調機運転確認 電力按分課金結果確認 判定確認 精算確認 
       時間運転    

 

 確認結果 

室外機分按分パラメータ 室内機分按分パラメータ  運転 

チェック 時間内 時間外 ﾁｪｯｸ 時間内 時間外 ﾁｪｯｸ 

 

ＭＥＭＯ 

 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

合計  

 
［試運転後の設定内容確認］ 

按分モード設定 料金設定 

使用単価（上：時間内／下：時間外） 

 
項目 按分基

準ﾃﾞｰﾀ 
－ 時間内外 週末 季節 

標準 週末 季節標準 季節週末 

 
精算日
設定 

 
備考 

    ﾁｪﾂｸ      
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 本章では、Windows XP Professional がインストールされていないパソコンに、Windows XP Professional をインストール

する事を前提にして説明しておりますので、既にインストール済のパソコンをご用意いただいている場合は本章をご覧になる

必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

１．セットアップ準備１．セットアップ準備１．セットアップ準備１．セットアップ準備    
 

インストールに必要なものインストールに必要なものインストールに必要なものインストールに必要なもの 

・Microsoft Windows XP Professional CD-ROM 

 

 

 

 

 

２．セットアップ手順２．セットアップ手順２．セットアップ手順２．セットアップ手順    
 

１）CD-ROMドライブにWindows XP Professional CD-ROMを挿入し、パソコンを再起動します。 

  ご使用のパソコンによってはCD-ROM起動する場合「Press any key boot from CD」等のメッセージが 

  表示される場合があります。メッセージに従ってCD-ROM起動の操作を行ってください。 

 

２）しばらくすると、「セットアップの開始」と書かれた画面が表示されます。 

 Windows XPのセットアップを開始しますので［Enter］キーを押します。 

 

３）Windows XPライセンス契約が表示されますので、［Page Down］キーを押して読み、同意する場合は［F8］キーを押して先

に進みます。 

 

４）ハードディスク内にWindows XPが見つかった場合、 

「選択したWindowsXPを修復するには、Rキーを押してください。」 

「修復しないで別の新しいWindows XPのインストールを続行するには、Escキーを押してください。」 

という選択が表示されます。新しくインストールする為、［Esc］キーを押します。 

 

  ５）キーボードの種類を選択します。日本語キーボードをお使いの方は［半角／全角］キーを押します。 

 

  ６）キーボードの確認が表示されます。［Ｙ］キーを押します。 

 

７）Windows XP をインストールするパーティションを選択する表示がされますので、インストールするパーティションを選び、

［ENTER］キーを押します。 

 

 ８）下記確認画面が表示された場合、 

「このパーティションにインストールするには、Cキーを押してください。」 

「ほかのパーティションを選択するには、Escキーを押してください。」 

 インストールを続行するため［C］キーを押します。（［Esc］キーを選択した場合、手順７）に戻ります。） 

 

 ９）ファイルシステム（FAT, NTFS）を選択する表示がされますので、選択肢を反転表示にし、［Enter］キーを押します。ここ

ではNTFSを選択する場合を例にとり、 

「NTFSファイルシステムを使用してパーティションをフォーマット」を選びます。 

 

 10）下記確認画面が表示された場合、 

「このドライブをフォーマットするには、Fキーを押してください。」 

「Windows XPを別のパーティションにインストールするには、Escキーを押してください。」 

 フォーマットするため［F］キーを押します。（［Esc］キーを選択した場合、手順７）に戻ります。） 

 

 11）フォーマットが開始されます。フォーマットが終了すると続いてCD-ROMからハードディスクへのファイルコピーが開始さ

れます。ファイルコピー終了後、自動的に再起動する為、再起動直前に、A ドライブからフロッピーディスクを、CD-ROM

ドライブからCD-ROMを取り出して下さい。コンピュータが再起動すると、セットアップが続行します。 

添付１：添付１：添付１：添付１：    Windows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP Professionalのインストールのインストールのインストールのインストール    

お知らせ 
 ・パソコンによりインストール方法が異なる場合があるのでご注意してください。 
 ・起動ドライブに CD-ROMが設定できないパソコンにインストールする場合はパソコンを 
  お買い上げの販売店にお問い合わせしてください。 

お知らせ 
・既にご使用中のパソコンにインストールした場合、大事なデータを損傷する恐れが 

ありますので、事前にバックアップを取っておくことを推奨致します。 
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 12）Windows XPのインストールがスタートします。 

 

 13）「地域と言語のオプション」画面が表示されます。［次へ］をクリックします。 

 

  14）「ソフトウェアの個人用設定」画面が表示されます。名前と組織名を入力後、［次へ］をクリックします。 

 

 15）「プロダクトキー」画面が表示されます。プロダクトキーを入力後、［次へ］をクリックします。 

 

 16）「コンピュータ名とAdministratorのパスワード」画面が表示されます。 

「コンピュータ名」にコンピュータ名を入力します。 

「Administratorのパスワード」に任意のパスワードを入力します。（表示は***になります） 

「パスワードの確認入力」に上記と同じパスワードを入力します。（表示は***になります） 

上記項目を入力後に［次へ］をクリックします。 

 

 17）「日付と時刻の設定」画面が表示されます。日付、時刻が正しくない場合は正しい値を入力します。 

   その後［次へ］をクリックします。 

 

 18）「ネットワークの設定」画面が表示されます。 

（ネットワークアダプタが存在しない場合、「ネットワークの設定」画面はスキップされ、手順２２）に移ります。） 

「標準設定」と「カスタム設定」が選択できますが、ここでは「カスタム設定」を選択し、［次へ］をクリックします。 

 

 19）「ネットワークコンポーネント」画面が表示されます。必要なコンポーネントを設定後［次へ］をクリックします。 

 

 20）「ワークグループまたはドメイン名」画面が表示されます。ワークグループ名、又はドメイン名を入力し、［次へ］をクリ

ックします。 

 

 21）コンポーネントのインストールが開始されます。（CD-ROMドライブにWindows XP Professional CD-ROMが入っていない場

合、メッセージが表示されますので、CD-ROMを挿入し、［OK］をクリックします。） 

インストール終了画面まで自動的に進みます。終了後自動的に再起動します。 

 

 22）「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されます。［次へ］をクリックします。 

 

  23）「インターネットに接続する方法を指定してください。」画面が表示されます。 

    接続形態を設定して、［次へ］をクリックします。 

 

  24）「Microsoftにユーザー登録する準備はできましたか？」画面が表示されます。 

    該当項目を設定して、［次へ］をクリックします。 

 

  25）「このコンピュータを使うユーザーを指定してください。」画面が表示されます。 

    使用されるユーザー名に「TG-2000」と入力して、［次へ］をクリックします。 

      ※ユーザー名は任意に設定することができますが、「TG-2000」を使用することを推奨します。 

 

  26）「設定が完了しました。」画面が表示されます。［完了］をクリックします。 

 

これでWindows XP Professionalのインストールは終了になります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 
 本章では、インストール手順を要約して説明してあります。 
 詳細については、「詳細については、「詳細については、「詳細については、「Windows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP Professional」添付の取扱説明書等を参照してください。」添付の取扱説明書等を参照してください。」添付の取扱説明書等を参照してください。」添付の取扱説明書等を参照してください。    
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  本章では自動ログインの設定が有効になっていることを確認するための方法を記載します。 
  Windows XPと 2000では異なりますのでご注意ください。 
 
１．１．１．１．Windows XPWindows XPWindows XPWindows XPの場合の場合の場合の場合    
 

１）［コントロールパネル］の［ユーザーアカウント］を 
選択します。 

２）［ユーザーのログオンやログオフの方法を変更する］を 
選択します。 

３）「ようこそ画面を使用する」と「ユーザーの簡易切り替 
えを使用する」の両方のチェックボックスが有効になって 
いることを確認します。 
有効になっていない場合は、チェックボックスをクリッ 

クして有効になるように設定します。 
［オプションの適用］ボタンをクリックして、ユーザー 

アカウント画面に戻ります。 
  ４）ユーザーアカウント画面を終了します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．２．２．２．Windows2000Windows2000Windows2000Windows2000の場合の場合の場合の場合    
 

１）［コントロールパネル］の［ユーザーとパスワード］を選択 
します。 

２）「このコンピュータを使うには、ユーザー名とパスワードを 
    入力する必要があります。」のチェックボックスが無効になっ 
    ていることを確認します。 
      

無効になっていない場合、ユーザー名「Administrator」を 
選択してから、「このコンピュータを使うには、ユーザー名 
とパスワードを入力する必要があります。」のチェックボッ 
クスを無効にします。無効設定してから、［適用］ボタンを 
クリックすると自動ログオンの設定画面が表示されます。 

 
  ３）ユーザー名とパスワードを設定します。 
     自動ログイン画面で、ユーザー名とパスワードを任意設定 

します。 
※ユーザ名とパスワードは任意設定できますが、下記の 

    の内容を推奨致します。 
         ユーザー名「Administrator」 
         パスワード「TG-2000」 
 
     設定を完了すると、［OK］ボタンをクリックします。 
 
  ４）ユーザーとパスワードの画面に戻りますので［OK］ボタン 
    をクリックして終了してください。 
 
 
 
 
 
 
 

添付２：自動ログインの確認方法添付２：自動ログインの確認方法添付２：自動ログインの確認方法添付２：自動ログインの確認方法    

お知らせ 
 本章では、設定手順を要約して説明してあります。 
 詳細については、「詳細については、「詳細については、「詳細については、「Windows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP Professional」添」添」添」添付の取扱説明書等を参照してください。付の取扱説明書等を参照してください。付の取扱説明書等を参照してください。付の取扱説明書等を参照してください。    

お知らせ 
 本章では、設定手順を要約して説明してあります。 
 詳細については、「詳細については、「詳細については、「詳細については、「Windows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP ProfessionalWindows XP Professional」添付の取扱説明書等を参照してください。」添付の取扱説明書等を参照してください。」添付の取扱説明書等を参照してください。」添付の取扱説明書等を参照してください。    
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 本章では、電力按分課金機能を使用している際に、Ｇ－５０の故障交換時に必要な修正作業を説明しています。 

電力按分課金機能を使用していない場合は、本添付内容をご覧になる必要はありません。 

 

Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）Ｇ－５０故障時の「課金データの保守」実施例（電力按分課金（電力量手入力）の場合）    
  修正方法の一例を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ［操作方法］ 
    １）［課金データの保守］ボタンを選択します   
      初期画面のメンテナンスグループである［課金 

データの保守］ボタンをクリックします。 
    ２）修正したい G-50を選択します        
      交換した G-50を「Ｇ－５０から選択」方法か 
     ら選択します。 
    ３）室内機アイコンを選択します         
      修正したい室内機アイコンをクリックすると、 

「ユニット按分データのメンテナンス」画面が表 
示されます。 

    ４）按分パラメータを修正します         
      故障期間の按分パラメータを『０』の値に修正 

します。修正すると、値が青色になります。 
※修正対象は故障発生日～復旧当日です。 

    ５）交換対象 G-50接続の室内機を修正します   
      交換した G-50の管理対象全室内機の按分パラ 

メータ（故障期間のみ）を上記４）の内容を修正 
します。 

    ６）故障期間の修正方法を下記案から選択します  
      故障期間の按分パラメータを特別な修正処理にて、実施するために、システムに適した修正方法 

を検討します。一例として、下記に案を示します。 
 
        案①：故障前一週間の平均値を使用する修正方法 

→故障前の一週間の平均値を１日分の按分パラメータとし、故障期間の日数を掛けた 
按分パラメータを計算し、復旧日付の按分パラメータとして入力します。 

        案②：正常期間のみ使用する修正方法 
→故障した期間の全室内機分の按分パラメータを使用せずに、正常期間のみを使用し 
ます。このため、故障期間の全室内機分の按分パラメータを『０』に修正します。 

 
    ７）上記６）により按分パラメータを修正します  
      検討した故障期間の修正方法を用いて、該当する室内機および日付の按分パラメータを修正します。 
    ８）再計算を選択します             
      既に精算されている場合は、再計算を選択して、該当月分を再精算します。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

添付３：添付３：添付３：添付３：    Ｇ－５０故障交換時の電力按分課金への修正作業Ｇ－５０故障交換時の電力按分課金への修正作業Ｇ－５０故障交換時の電力按分課金への修正作業Ｇ－５０故障交換時の電力按分課金への修正作業    

お知らせ 
・G-50交換当日分の課金データの保守は、G-50交換翌日以降に実施する必要があります。 
 G-50を交換した当日分に桁はずれな按分パラメータ値を算出してしまいます。 
 （翌日の朝に前日分の運転パラメータを収集し、電力按分課金計算を実施します。） 
・G-50 を交換した場合、故障期間の電力按分課金計算することができませんので、故障時の特別な修正処
理を実施する必要があります。 

ユニット按分データのメンテナンス画面 

お知らせ 
・「課金データの保守」機能で按分パラメータを修正すると、「課金データの保守」を終了時 
に再計算するかのメッセージが表示しますので、必要に応じて、再計算してください。 
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